
師走のある日、モックル家では家族会議が開かれています。
モックル家の家計簿から見えてくる市の財政状況とは…？

モックルが家族に扮して説明します。

平成28年度
決算報告

December 2017
No.1130

12
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶催
しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要な催
しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先着順の
申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受付▶申し
込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がないものは市
役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午後５時 30 分、
祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公共
交通機関のご利用を。

目次 Contents
December 2017
No.1130

12

◉市の人口・世帯数 10月31日現在（カッコ内は前月比）

人口 男 女 世帯数

107,401(-75) 50,893(-28) 56,508(-47) 47,394(-18）

くろまろ塾

くろまろ塾・くろまろキッズの認定講座や催しはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

今後の予定など詳し
くは市ホームページ
をご覧ください。

02 年末年始の業務案内
（ごみ・し尿、水道などの業務や各施設の開館日）

04 今月の焦点１
平成 28 年度決算報告

07 市長に聞きました

08 今月の焦点２
平成 28 年度主要事業

12 市政と関連情報  モックル生活ガイド
暮らし 12、安全安心 12、保険・年金 12、障がい者
13、フォト13、子育て 14、健康 15、就労 18、事業
所 18、税金 18、人権 19、高齢者 19、パブリックコ
メント19、教育・文化 20、公表 21

16 フォトニュースかわちながの

24 シリーズ人権連載

25 情報プラザ
お知らせ 25、講演・講座 25、展示・催し 26、 
スポーツ 29 、募集 30 、相談 31

32 かわちながの ものづくり探訪� 
株式会社  ヤマヒロ

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

23 広報かわちながの●平成29 年（2017）12 月号

年
末
年
始
の
業
務
案
内

　

〜
市
役
所
本
庁
の
業
務
日
は
年
末
が
28
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
始
は
４
日
か
ら
〜

市
役
所
本
庁
の
年
末
年
始
の
業
務
日
は
、
年
末
が
28
日
㈭
ま
で
、
年
始
は
４
日
㈭
か
ら
で
す
。

ご
み
・
し
尿
、
水
道
な
ど
の
業
務
や
各
施
設
の
年
末
年
始
開
館
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

休
業
期
間
中
、
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
施
設
の
休
館
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

業務内容 年末 年始

死亡したペットの収集
環境衛生課（有料）

30 日㈯まで
※ 29 日、30 日は

午前中まで。
４日㈭から

死亡したペットの持ち込み
市営斎場（有料） 30 日㈯まで ３日㈬から

し
尿
く
み
取
り
（
環
境
衛
生
課
）

定期のくみ取り
29 日㈮まで ４日㈭から

※１月１日～３日の収集地域は
　年末に実施。

臨時のくみ取り 28 日㈭まで ４日㈭から

※申し込みは希望日の午前 10 時までに環境衛生課へ。
※簡易水洗式トイレの水の出しすぎ、水漏れにご注意を。
※浄化槽の故障などは設置業者、管理業者に依頼を。

水
道
（
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
）

修繕業務

無休。ただし、なるべく 28 日
㈭正午までに連絡を。道路上な
どでの漏水は早急に水道料金セ
ンターへ。

引っ越しなどに伴う
開閉栓の届け出 28 日㈭まで ４日㈭から

業務内容 年末 年始

ご
み
収
集
（
環
境
衛
生
課
）
※
平
常
時
間
よ
り
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
え
る
ご
み

月・木収集 28 日㈭まで 4 日㈭から

火・金収集 29 日㈮まで 5 日㈮から

水・土収集 30 日㈯まで 6 日㈯から

◉もえないごみ・粗大ごみ
◉資源ごみ（ペットボ
トル、プラスチック製
容器包装、カン・ビン・
小型金属類、古紙・古布）

第１月曜日（１月 1 日）の収集
は12月28日㈭、第１火曜日（１
月 2 日）の収集は 12 月 29 日㈮、
第１水曜日（１月３日）の収集
は 12 月 30 日㈯に振り替えま
す。※上記収集日以外は年末
年始も通常どおり収集します。

引っ越しなどに伴う
臨時ごみ（有料）

28 日㈭まで ４日㈭から

※申 し 込 み は 希 望 日 の ４ 日 前
（土・日・祝日・年末年始を除く）
までに環境衛生課へ。

水曜日
収集地区 27 日㈬まで 10 日㈬から

木曜日
収集地区 28 日㈭まで 4 日㈭から

南河内環境事業組合
第２清掃工場への直
接持ち込み（有料）

28 日㈭まで ４日㈭から
※ごみを積載し、印鑑を持って午

前９時 30 分から午後４時 30
分までに第２清掃工場へ。

衛生処理場・資源
選別作業所への陶
磁器製・ガラス製
食器の持ち込み

28 日㈭まで ４日㈭から

※衛生処理場は午前10時～正午、
資源選別作業所は午後１時～３
時まで。

◉年末年始の各業務の取り扱い

施設名 年末 年始

・市民交流センター　キックス
・図書館
・公民館
・ふるさと歴史学習館
・滝畑ふるさと
　文化財の森センター
・市民総合体育館
・岩湧の森 四季彩館
・林業総合センター 木

きん

根
こん

館
かん

・日野コミュニティセンター
・市民公益活動支援センター
・三日市市民ホール
・ノバティホール
・消費生活センター
・子ども・子育て総合センター
　あいっく
・子育て支援センターちよだだい
・保育所
・東部・中部・西部地域包括
　支援センター
・保健センター
・健康支援センター
　ウェルネスフォレスト三日市

28 日㈭
まで

4 日㈭
から

施設名 年末 年始

・障がい者福祉センター
　あかみね
・あやたホール
・くすのかホール
・福祉センター錦渓苑

27 日㈬まで ５日㈮から

・市立テニスコート
・市立グラウンド
・寺ケ池公園野球場
・武道館
・下里人工芝球技場

無休（施設利用の窓口申請
は年末は 28 日㈭まで、年
始は 4 日㈭から）

・ラブリーホール 29 日㈮まで ４日㈭から

・奥河内くろまろの郷
29 日㈮まで 6 日㈯から

※農産物直売所は
　30 日㈯まで。

・市営斎場 31日㈰まで ３日㈬から

◉各施設の年末年始開館日

ふれあい
収集
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モ
ッ
ク
ル
家
の
家
計
簿

義務的
   経費

その他
経費

（54.0％）

（38.0％）

投資的経費
（8.0％）

①人件費
61億8,907万7千円
　　　 　（17.9％）

②扶助費
96億5455万4千円
　         （27.8％）

⑥公債費
28億6,931万2千円（8.3％）

⑦普通建設事業費 27億5,777万3千円（8.0％）

⑦災害復旧事業費
1,500万8千円
　　　（0.0％）

③物件費
50億5,915万2千円
　　　　（14.6％）

④補助費等
34億6,044万3千円（10.0％）

⑤繰出金
39億5,830万1千円
　　　　 （11.4％）

③維持補修費 2億7,312万3千円（0.8％）
⑧積立金
3億9,870万5千円（1.1％） ④貸付金 2,997万円

　　　　　  （0.1％）

（性質別）

❶市税
121億8,228万2千円
　            （35.1％）

❻繰越金 2億8,594万4千円（0.8％）
❼諸収入など 6億2,196万1千円（1.8％） ❷使用料及び手数料

6億2,034万5千円
　　　　（1.8％）

❺繰入金 
7億4,873万1千円
　　　　　（2.2％）

❸地方交付税
59億641万6千円
　          （17.0％）

❸国庫支出金
62億9595万4千円
　         （18.1％）

❹市債
28億550万円
        （8.1％）

❸府支出金
25億5,101万2千円
　            （7.3％）

❸その他 23億460万9千円（6.6％）

自主
財源

依存
財源

（42.9％）（57.1％）

❷分担金及び負担金4億2,162万2千円（1.2％）

（単位：円）

収　　　入
❶給与収入 105,200

❷パート収入 9,000

❸親族からの援助 147,300

❹金融機関からの借入 24,200

❺貯金の取り崩し 6,400

❻前月からの繰越金 2,500

❼雑収入 5,400

ー ー

300,000

（単位：円）

支　　　出
①食費 53,400

②医療費・教育費 83,400

③光熱水費・日用品・修理 46,000

④自治会などの会費 30,100

⑤子どもへの仕送り 34,200

⑥ローンの返済 24,800

⑦家の増改築 24,000

⑧貯金 3,400

299,300

市税❶
　市民税や固定資産税など
使用料、手数料など❷

　施設使用料や住民票交付手数料など
国庫・府支出金など❸

　国や府から給付されるお金など
市債❹

　金融機関などから借り入れたお金
繰入金❺

　貯金を取り崩したお金
繰越金❻

　前年度から繰り越されたお金
諸収入など❼

　財産の売り払いや寄附金など

①人件費
　職員の給料や議員報酬
②扶助費
　生活保護費や児童手当など
　福祉に使うお金
③物件費など
　物品・原材料購入費や
　修理代など
④補助費など
　各種団体に交付する
　補助金や貸付金
⑤繰出金
　特別会計に対して
　支払うお金
⑥公債費
　市債の元金や
　利子の支払金など
⑦普通建設事業費など
　道路や学校などの
　建設や改修など
⑧積立金
　貯金に積み立てるお金

Ａ

余ったお金

貯金残高 920,400

ローン残高 6,555,600

B

　　－　　   ＝700Ａ B

※貯金残高、ローン残高については、
　年収 360 万円とした場合　

歳出346億6,541万8千円歳入347 億4,437万6千円

※家計簿の番号は上記円グラフの番号と対比しており                        同じ比率で家計簿の数値を算出しています。

◉
今
月
の
焦
点
１　
平
成
28
年
度
決
算
報
告

　
平
成
28
年
度
の
決
算
が
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支
は
１
７
２
１
万
７
千
円
で
、
財
政
調
整
基

金
を
２
億
２
千
万
円
取
り
崩
し
、
よ
う
や
く
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
経
常

的
な
支
出
が
経
常
的
に
入
る
お
金
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
表
す

指
標
を
「
経
常
収
支
比
率
」
と
い
い
、
前
年
度
か
ら
２・
７
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、

99
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。
府
内
都
市
平
均
97
％
を
２・
１
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
財
政
状
況
を
月
収
30
万
円
の
モ
ッ
ク
ル
家
の
家
計
簿

に
例
え
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

                                                          　

 

問
い
合
わ
せ　
財
政
課

あ
れ
？

ふ
た
り
と
も

ど
う
し
た
の
？

い
ま
家
計
簿
を

見
て
た
ん
だ
け
ど
ね
…

な
か
な
か
厳
し
く
て

モ
ッ
ク
ル
も
も
う
20
歳

こ
の
機
会
に

う
ち
の
家
計
を
一
緒
に

見
て
み
る
か
い
？

自
由
に

使
え
る
お
金

な
い
の
!?

確
か
に
ね
…

日
常
の
必
要
経
費

だ
け
で
収
入
の

大
部
分
を
使
い

果
た
し
て
い
る

状
態
だ
よ

！！

衛生費
46億1,714万9千円
             （13.3％）

民生費
153億5,479万
5千円（44.3％）

総務費
37億6,952万6千円
　　　　（10.9％）　

土木費
26億7,913万2千円
　　　（7.7％）

教育費
31億7,855万1千円
　　（9.2％）

消防費
11億7,575万8千円
　　　　   （3.4％）

公債費
28億6,931万2千円
　  （8.3％）

農林業費
4億7,273万6千円
　　　   （1.4％）

議会費
2億9,367万6千円
　　　　（0.9％）

商工費
2億2，420万3千円
　　       （0.6％）

労働費
1，557万2千円
　　　（0.0％）
災害復旧費
1,500万8千円
　  　（0.0％）

（目的別）

モックル家の月収が30万円としたら

毎
月
毎
月
精
一
杯
よ
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◉今月の焦点１　平成28年度決算報告

来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
　

教
え
て
く
だ
さ
い
。 ?

市
長
に

聞
き
ま
し
た

　
市
長
と
し
て
、
河
内
長
野
市

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
満
足
で

き
る
よ
う
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
取
り
組
む
一
方
、
減

少
し
て
い
く
市
の
収
入
に
合
わ

せ
、
支
出
を
抑
え
、
収
支
を
合

わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
重
責
も
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
今
年
度
予
算
を
編
成

す
る
際
に
、
断
腸
の
思
い
で
、

「
事
業
仕
分
け
」
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
場
に
は
現
場

の
考
え
が
あ
り
、
現
場
の
思
い

や
努
力
を
、
書
類
と
意
見
陳
述

だ
け
で
判
断
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
来
年
度
予
算
編
成
に

は
、「
包
括
予
算
制
度
」
を
導

入
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
各

部
局
に
対
し
て
予
算
総
額
を
提

示
し
、
部
局
内
の
各
事
業
に
お

け
る
予
算
配
分
を
部
局
に
任
せ

る
「
現
場
主
義
」
の
制
度
で

す
。
た
だ
し
、
予
算
総
額
が
税

収
の
減
額
に
伴
い
減
少
し
ま
す

の
で
、
ど
の
事
業
を
削
る
か
を

各
部
局
が
自
主
的
に
決
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
遂
行
上
ど
う
し

て
も
減
額
で
き
な
い
経
常
的
経

費
や
、
行
政
の
重
要
課
題
解
決

に
必
要
な
重
点
領
域
経
費
を
除

き
、
約
８
％
削
減
し
た
総
額
で

予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　
引
き
続
き
、
支
出
抑
制
を
工

夫
す
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
拡
大
な
ど
収
入
増
加

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

複
式
簿
記
に
よ
る
発
生
主
義
会

計
を
導
入
し
コ
ス
ト
の
見
え
る

化
を
図
り
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
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本
市
で
は
今
後
、
人
口
減
少

や
人
口
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ

る
市
税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る

一
方
で
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
、
公
共

施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

財
政
収
支
を
踏
ま
え
た
施
策
・

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
財

政
基
盤
の
確
立
が
よ
り
一
層
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
定
住
・
転
入
の

促
進
や
産
業
振
興
な
ど
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
歳
入
の
増
加
に

努
め
ま
す
。
歳
出
面
で
は
引
き

続
き
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に

既
存
施
策
・
事
業
を
見
直
し
、

新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
施
策
や
事
業
に
組
み
換
え
て

い
く
こ
と
で
、
市
の
発
展
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

る
財
政
基
盤
の
構
築
と
健
全
な

財
政
運
営
の
確
立
に
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

( 単位 : 千円 )
種 類 金 額 主な使い道
基 金 8,883,069

財 政 調 整 基 金 2,325,250 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,183,623 一般建設事業
減　債　基　金 404,528 借金の返済
その他特定目的基金 4,794,273 公共施設維持改修基金など
水 道 事 業 基 金 175,395 用地取得・施設整備など

市 債 63,269,731
臨時財政対策債等 19,453,878 財源不足への対応など
通常の建設地方債 13,271,460 公共事業等債など
水 道 事 業 債 4,761,214 建設改良事業費
下 水 道 事 業 債 25,783,179 建設改良事業費など

※市民１人当たりの基金の額は 82,279 円、市債の額は 586,032 円です。
（平成 29 年３月 31日現在の人口 :107,963、世帯数 :47,352）

■基金・市債の状況(単位:千円)
会計名 歳　　入 歳　　出

特 別 会 計 27,651,428 26,477,081
国民健康保険事業 16,127,694 15,202,683
土 地 取 得 124,611 124,611
部 落 有 財 産 14,853 14,853
介 護 保 険 9,546,986 9,350,411
後期高齢者医療 1,837,284 1,784,523
水 道 事 業 会 計  3,783,647 4,541,281 
収 益 的 収 支  2,713,933  2,393,761 
資 本 的 収 支  1,069,714  2,147,520 
下 水 道 事 業 会 計 5,305,537 5,889,390
収 益 的 収 支 3,085,819 3,107,933
資 本 的 収 支 2,219,718 2,781,457

■特別会計・公営企業会計の決算　
企
業
な
ど
が
用
い
る
複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
に
よ
る

財
務
書
類
（
左
図
の
貸
借
対
照
表
な
ど
）
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
減
価
償
却
費
（
資
産
価
値
の
減
少

分
）
な
ど
、
従
来
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
コ
ス
ト
も
把
握
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
財
政
の
透
明
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

市
債
っ
て
借
金
の
こ
と
？

   

え
っ
と
…
、
い
ち
、

　
じ
ゅ
う
、
ひ
ゃ
く
…

事
業
費
の
削
減
や

基
金
の
活
用
で
市
債
残
高
は

減
っ
て
き
て
い
る
ん
だ

６
３
２
億
！

借
金
多
く
な
い
？

超
え
た
ら

危
な
い
ん
だ
ね

ひ
と
ま
ず

安
心
っ
…

河
内
長
野
市
は

早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て

い
る
で
し
ょ
？

長
く
使
う
道
路
や

施
設
は
市
債
で

将
来
の
住
民
に
も

負
担
し
て

も
ら
う
ん
だ
よ

指標 河内長野市 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ※1 ー
（△ 0.08％） 12.42％ 20.00％

連結実質赤字比率※2 ー
（△ 19.48％） 17.42％ 30.00％

実質公債費比率※3 3.4％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 ※4 ー
（△ 9.2％） 350.0％ ー

公営企業会計 河内長野市 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 ー
（△ 140.6％） 20.0％

下 水 道 事 業 会 計 ー
（△ 26.6％）

比率が生じない場合は「ー」で表示、参考値の比率を（）内に掲載
※ 1 普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※ 2 すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※ 3 借金の返済額などの大きさから資金繰りの危険度をみる比率
※ 4 市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率
※ 5 企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

河内長野市長　島田智明

■資産 1,483 億 9 千万円
（△ 26 億 2 千万円）

市が保有している土地や建物、債務返済の財源
などの総額
【内訳】
公共資産 1,389 億 8 千万円
　道路、公園、学校など （△18 億 6 千万円）
投資など 64 億 9 千万円
　基金、積立金、出資金など （△2 億 7 千万円）
流動資産 29 億 2 千万円
　現金・預金、未収金など （△4 億 9 千万円）

■負債 373 億 1 千万円
（△ 3 千万円）

将来の世代が負担する借入金（市債）
などで、返済が必要な債務の総額

■純資産 1,110 億 8 千万円
（△ 25 億 9 千万円）

現在までの世代がすでに負担し、将
来の世代が返済する必要のない正味
価値の総額

合計 1,483 億 9 千万円
（△ 26 億 2 千万円） 合計 1,483 億 9 千万円

（△ 26 億 2 千万円）

■貸借対照表（バランスシート）（平成 29 年３月 31 日現在・一般会計）

貸借対照表は、どのような資産を保有しているかと、その資産がどのような財源で賄
われているかを示した表です。※下記（）内は前年度比較。

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

予
算
編
成
の
新
た
な
取
組
み
と
し

て
、「
包
括
予
算
」
の
制
度
を
導
入
し

ま
す
。「
包
括
予
算
」
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
人
件
費
を
含
む
予
算
額
（
※
）
を

各
部
局
に
配
分
し
、
各
部
局
が
配
分
さ

れ
た
予
算
額
の
範
囲
内
で
創
意
工
夫
す

る
こ
と
で
、
新
た
な
行
政
課
題
な
ど
へ

の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※
生
活
保
護
費
や
児
童
手
当
な
ど
の

扶
助
費
、
市
債
の
返
済
と
し
て
支
払
う

公
債
費
な
ど
の
義
務
経
費
を
除
く
。）

■包括予算のイメージ
人
件
費
を
含
め
た
経
費

義
務

経
費

各
部
局
に
予
算
配
分

部　
　

部　
　

  

部

包

括

予

算

◀
新
た
な
施
策
を
実
施

重点施策

来
年
度
の
予
算
の
総
額

■健全化判断比率

■資金不足比率 ※5

この値を超えると

黄色信号 赤信号

＼ひとまずセーフ／

義
務

経
費

A　
　

B　
　

  

C

各
部
局
の

創
意
工
夫
に
よ
り
削
減

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成
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28 年度に実施した主要事業を
安全・安心、健康・生活支援などに分けて紹介します

問い合わせ　政策企画課 

平成28年度主要事業
◉今月の焦点 2　平成 28 年度主要事業

◉ 今月の焦点 2

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
支
援
・
設
置
の
充
実

（
４
５
６
万
３
千
円
）

地
域
に
お
け
る

包
括
的
ケ
ア
体
制
の
整
備

（
２
８
６
９
万
７
千
円
）

地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

活
性
化
支
援
（
６
１
７
万
９
千
円
）

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
地
域
安
全

マ
ッ
プ
）の
作
成（
１
１
８
万
８
千
円
）

　
地
域
の
安
全
安
心
に
備
え
る
た

め
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
比
較

的
多
い
唐
久
谷
地
区
・
加
賀
田
上

地
区
の
住
民
と
と
も
に
、
危
険
個

所
や
一
時
避
難
場
所
な
ど
を
記
載

し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
各
家
庭

に
配
布
し
ま
し
た
。

■「
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」の
開
催
（
28
万
４
千
円
）

　
地
域
防
災
力
の
向
上
を
め
ざ
し
、

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
対
象
と
し

て
、防
災
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
・

資
質
向
上
の
た
め
の
養
成
講
座
を

実
施
し
ま
し
た
。

■
避
難
所
に
お
け
る
災
害
時
備
蓄

物
資
の
整
備（
３
９
９
万
２
千
円
）

　
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、非

常
食
や
飲
料
水
な
ど
の
ほ
か
、
新

た
に
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
、
必
要
な

備
蓄
物
資
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

■
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

（
２
４
７
５
万
８
千
円
）

　
防
犯
の
推
進
を
め
ざ
し
、平
成
26

年
度
か
ら
５
カ
年
の
計
画
に
て
、
市

内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、
自
治
会
か

ら
の
申
請
に
よ
り
１
８
５
９
灯
の
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
市
民
公
益
活
動
の
活
性
化

（
１
１
６
９
万
２
千
円
）

　
市
民
に
よ
る
自
主
的
・
自
発

的
な
社
会
貢
献
活
動
や
、
協
働

の
促
進
を
総
合
的
に
進
め
る
た

め
の
施
設
、
市
民
公
益
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」

の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
民
公
益
活
動
へ
の
参
加
の
機

会
づ
く
り
や
活
動
の
活
性
化
に

向
け
て
支
援
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■「
丘
の
生
活
拠
点
」
創
生
事
業

（
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事

業
）（
３
７
９
０
万
円
）

　
開
発
団
地
の
再
生
モ
デ
ル
の
構

築
を
め
ざ
し
、
地
域
の
課
題
解
決

と
生
活
拠
点
化
を
図
り
、
多
世
代

が
交
流
し
、
互
い
に
支
え
合
え
る

ま
ち
の
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、関

西
大
学
に
研
究
を
委
託
し
、
住
民

主
体
の
健
康
づ
く
り
な
ど
の
モ
デ
ル

的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の
充
実

（
１
５
６
６
万
円
）

　
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
た

め
、
相
談
員
と
就
労
支
援
員
を
配

置
し
、
相
談
者
へ
の
支
援
や
関
係

　
地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
取
り
組
み
の
た
め
、
犯
罪
抑
制
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
、

主
要
幹
線
道
路
沿
い
に
新
た
に
14
台
の
公
設
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
防
犯
活
動
の
支
援
の
た
め
、
自
治
会
が
設
置
し
た
22
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。　

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
な
ど
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

　
市
民
・
関
係
団
体
・
事
業
者
・

行
政
な
ど
が
連
携
し
、
地
域
課

題
の
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
地

域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
組
織

化
や
、
地
域
の
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
支
援

し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心

協
働

健
康
・
生
活
支
援機

関
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
自

立
支
援
策
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
１
０
４
万
円
）

　
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
定
例
会
議

や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

し
、
地
域
で
の
各
員
の
活
動
を
支

援
し
ま
し
た
。

■
孤
立
死
の
未
然
防
止
に
向
け
た

体
制
整
備
（
67
万
４
千
円
）

　
孤
立
死
の
未
然
防
止
と
早
期
発

見
の
た
め
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸

に
配
布
し
、
啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
関
係
機
関
の
ほ
か
、
見
守

り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
各
事
業

所
に
も
協
力
を
依
頼
し
、
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
Ｂ
型
肝
炎
の
予
防
接
種
の
実
施

（
７
５
６
万
４
千
円
）

　
平
成
28
年
10
月
よ
り
定
期
予
防

接
種
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
慢
性

肝
炎
な
ど
の
原
因
と
な
る
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
予
防
す
る
た

め
、対
象
と
な
る
乳
児
に
Ｂ
型
肝
炎

の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
１
１
９
４
万
９
千
円
）

　
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
と

市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
を
目
的

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
バ

ス
の
運
行
状
況
な
ど
を
確
認
で
き
る

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導

入
や
、地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

を
支
援
し
ま
し
た
。

ボランティア・市民活動フェスティバル

LED 化した防犯灯

コミュニティサロン



1011 広報かわちながの●平成29 年（2017）12 月号

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

（
１
７
５
１
万
５
千
円
）

教
育

環
境

観
光

産
業
・
経
済

子
育
て
支
援
の
充
実
（
４
９
８
２
万
３
千
円
）

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
の

取
り
組
み
の
充
実（
１
０
４
６
万
５
千
円
）

市
営
斎
場
の
建
て
替
え
整
備

（
10
億
２
０
６
６
万
３
千
円
）

　
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、病
児
保
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま

た
、
妊
産
婦
や
保
護
者
の
相
談
に
対
応
し
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や
継
続
的
な

支
援
を
提
供
す
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
は
じ
め
、
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
を
促
進
す
る
な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
を
拠
点
と
し
た
「
人
と
自
転
車
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
、
交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
、
体
験
型
農
園
の
拡
充
や
、
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
と
も
に
、
市
内
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
、「
奥
河
内

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
四
季
を
通
じ
た
観
光
事
業
の
推
進
（
１
５
９
７
万
４
千
円
）

　
本
市
の
観
光
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
観
光
客
の
増
加
を
図
る
た

め
、
文
化
財
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
奥
河
内
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
下
里
運
動
公
園
人
工
芝
球
技
場

の
整
備（
１
億
３
５
３
５
万
７
千
円
）

　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
を
整
え
る
た
め
、サ
ッ
カ
ー

や
ラ
グ
ビ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
な
ど
に
利
用
で
き
る
人
工
芝
球

技
場
を
、
平
成
28
年
６
月
に
下
里

地
区
に
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

■
放
課
後
児
童
会
の
時
間
延
長
の

実
施
（
７
６
４
万
９
千
円
）

　
保
護
者
の
就
労
状
況
の
変
化
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
放
課
後
児

童
会
の
平
日
開
設
時
間
を
夜
７
時

ま
で
延
長
し
、
土
曜
日
や
夏
休
み

期
間
な
ど
の
開
始
時
間
を
30
分
前

倒
し
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全

な
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

　
近
年
の
火
葬
需
要
の
増
加
や
葬
儀
形
態
の
多
様
化
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
市
営
斎

場
を
建
て
替
え
、
平
成
28
年
10
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
空
き
家
な
ど
の
対
策
推
進
（
40
万
円
）

　
１
年
以
上
空
家
と
な
っ
て
い
て
、
地
震
で
倒
壊
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
木
造
住
宅
の
取
り
壊
し
費
用
を
補
助
し
ま
し
た
。

に
努
め
ま
し
た
。

■
国
指
定
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
整

備
（
３
０
３
８
万
５
千
円
）

　
市
の
歴
史
文
化
の
魅
力
を
発
信

し
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
憩
い
の
場
と
す
る
た
め
、国

指
定
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
の
誘
導

サ
イ
ン
や
遺
構
の
整
備
、
樹
木
の

間
伐
等
を
行
い
ま
し
た
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

（
１
０
３
２
万
円
）

　
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向

上
と
事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
市

内
小
学
校
６
校
に
、
老
朽
化
し
た

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
代
え
て
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
併
用
型
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備

し
ま
し
た
。
平
成
29
年
に
小
学
校

７
校
、
平
成
30
年
に
中
学
校
７
校

に
整
備
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
、
平
成
28
年
６
月
か
ら
、
市
役

所
が
開
い
て
い
な
い
時
間
帯
で
も
、

最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証

明
な
ど
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
主
な
事
業
】

■
商
工
業
事
業
者
へ
の
支
援

（
９
０
５
万
円
）

　
市
内
事
業
者
の
経
営
基
盤
な
ど

の
強
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業

者
の
研
究
開
発
費
や
市
内
で
の
起

業
に
要
し
た
経
費
な
ど
を
補
助
し

ま
し
た
。

■
女
性
の
就
労
環
境
の
充
実

（
93
万
円
）

　
結
婚
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
に

よ
り
離
職
し
た
女
性
な
ど
を
対
象

に
、
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
講
座
の
開
催
や
、
就

労
体
験
、
キ
ャ
リ
ア
相
談
を
実
施

し
ま
し
た
。

■
営
農
支
援（
８
３
８
万
８
千
円
）

　
販
売
農
家
の
育
成
や
農
産
物

出
荷
の
拡
大
を
図
る
た
め
、営
農

相
談
の
実
施
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
設
置
を
補
助
し
、
栽
培
が
比

較
的
容
易
で
収
益
性
の
高
い
作

物
の
栽
培
講
習
会
の
開
催
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

■
森
林
プ
ラ
ン
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み（
６
３
７
４
万
６
千
円
）

　
市
域
の
7
割
を
占
め
る
森
林

の
保
全
と
林
業
の
振
興
を
め
ざ

し
、
調
査
や
保
全
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
山
林
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
の
勉
強
会
や
、

地
元
材
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み（
３
５
０
万
円
）

　
河
内
長
野
駅
前
の
活
性
化
の

た
め
、長
野
商
店
街
内
で
人
々
の

交
流
を
促
進
し
、
活
動
の
拠
点

と
な
る
「
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
」
を

◉今月の焦点 2　平成 28 年度主要事業

ICTを活用した授業の様子

市営斎場

奥河内くろまろの郷に集まるサイクリスト

体験型農園

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
の
機
運
醸
成
の
た
め
の
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
都
市
魅
力
の
創
造
と
効
果
的
な

発
信
（
２
４
１
万
８
千
円
）

　
市
へ
の
愛
着
や
誇
り
、
市
内
外

か
ら
の
認
知
度
や
好
感
度
を
高
め

る
た
め
、
市
民
な
ど
と
協
力
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

広
報
戦
略
の
企
画
立
案
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
あ
か
み
ね
１
０
０
％
笑
顔
全
開

と
き　
12
月
９
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

と
か
け
る
▽
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ

る
の
で
熱
湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
。

※
凍
結
し
て
破
損
し
た
時
は
、
　
止

水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、
水
道

料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
、
☎

53
・
６
６
２
１
）
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

�
水
道
課

安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

と
き　
12
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

内
容　
「
人
権
Ｓ
О
Ｓ
・
み
ん
な
考

え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
や
事
例
発
表
な
ど

暮らし 安全安心 障がい者保険・年金

安
全
安
心

障
が
い
者

暮
ら
し

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
は
原
則
ご
本
人
の
た
め
、交
付
通

知
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い
て
い
る
人

で
、
平
日
の
受
け
取
り
が
困
難
な

場
合
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

※
必
要
書
類
な
ど
の
確
認
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」
を
検
索

し
て
く
だ
さ
い
▽
受
け
取
り
期
限

（
６
か
月
）が
過
ぎ
た
カ
ー
ド
も
引

き
続
き
保
管
し
て
い
ま
す
。

�
市
民
窓
口
課

水
道
管
な
ど
の
凍
結
防
止
を

　
寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、気

温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
屋
外
の

水
道
管
や
蛇
口
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の

受
水
施
設
な
ど
で
水
が
凍
結
し
た

り
、
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た

め
、
早
め
に
防
寒
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
防
寒
の
方
法

　
屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
に
は
保

温
材
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

市
販
の
も
の
、
ま
た
は
毛
布
・
布

で
も
可
）
を
巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
か
ぶ
せ
る
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
時

　
凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
危
機
管
理
課

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

　
火
災
や
災
害
を
防
ぐ
た
め
、消
防

車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
な
ど
の

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　
12
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

�
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

灯
油
や
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

　
灯
油
の
取
り
扱
い
や
保
管
、
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
事
故
防
止
の
た
め

に
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
灯
油
専
用
の
ポ
リ
容
器
を
使
用

し
、
古
く
な
っ
た
容
器
は
交
換
す
る
。

◎
物
置
な
ど
暗
く
て
温
度
の
低
い

場
所
に
保
管
し
、
雨
・
風
・
日
光

の
当
た
る
場
所
は
避
け
る
。

◎
安
全
の
た
め
必
要
量
以
上
の
保

管
は
し
な
い
。

◎
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン

は
絶
対
に
入
れ
な
い
。

◎
火
の
気
の
な
い
場
所
で
給
油
す
る
。

◎
給
油
後
は
燃
料
タ
ン
ク
の
口
金

を
し
っ
か
り
締
め
る
。

◎
排
水
口
や
河
川
、
側
溝
な
ど
に

は
絶
対
に
捨
て
な
い
（
不
要
に
な

っ
た
灯
油
の
処
分
は
販
売
店
ま
た

は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）

◎
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
つ
け
た
ま
ま

で
給
油
し
な
い
。

◎
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
な
ど
で
洗
濯

物
を
干
し
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
ふ

と
ん
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近

く
で
使
用
し
な
い
。

◎
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
О
中
毒

を
防
ぐ
た
め
、
換
気
は
必
ず
行
う
。

�
予
防
課

防
犯
教
室

　
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
を
テ
ー
マ

に
府
警
察
本
部
生
活
安
全
班
が
寸

劇
を
行
い
ま
す
。

と
き　
12
月
６
日
㈬
午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　
小
山
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
あ
や
た
ホ
ー
ル
）

�
あ
や
た
ホ
ー
ル（
☎
54・０
７
７
３
）

特
定
健
康
診
査（
無
料
）の

集
団
検
診

　
特
定
健
診
は
取
り
扱
い
医
療
機

関
で
個
々
に
受
診
で
き
ま
す
が
、よ

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所

（毎月第３金曜日午前10時〜正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協
河内長野支所を除く）。

★回収ボックスに汚れたままのものや異物
を入れないでください。

◉廃食用油の回収
ところ 12 月 1 月

千代田公民館 11 日 15 日
南花台公民館 21 日 18 日
高向公民館 ー 17 日
加賀田公民館 8 日 ー
三日市公民館 22 日 ー
くすのかホール ー 22 日
あやたホール 25 日 ー

★回収時間は午前 10 時〜 11 時▷千代田・
南花台公民館は午前 11 時 30 分まで。

★エンジンオイルなどの鉱物油やラードは絶
対混入しないでください。

★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただ
ける店舗は環境政策課へご連絡ください。

り
多
く
の
人
に
受
診
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
市
役
所
別
館
で
集
団
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
が
ん

検
診
（
有
料
）
も
併
せ
て
受
診
で

き
ま
す
。

対
象　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中

で
40
歳
（
今
年
度
40
歳
に
な
る
人

を
含
む
）
～
74
歳
の
人
▽
今
年
度

に
取
り
扱
い
医
療
機
関
で
個
別
に

特
定
健
診
ま
た
は
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
し
た
人
や
受
診
す
る
予
定
の

人
は
対
象
外

と
き　
２
月
３
日
㈯
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所
別
館

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
12
月
１
日
か
ら
保
険

証
と
特
定
健
診
受
診
券
を
用
意
し

て
電
話
で
保
険
年
金
課
へ

※
が
ん
検
診
の
詳
細
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

と
き　
12
月
17
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

ー
あ
か
み
ね

内
容　
ク
ラ
ブ
・
教
室
の
発
表
や

音
楽
イ
ベ
ン
ト
、
昼
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
▽
作
品
展
は
12
月
９
日
～
14

日
に
開
催
（
10
日
は
除
く
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
56
・
１
５
９

０
、
�
56
・
１
５
９
２
）

全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍

　
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
第
17
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
選
手

が
活
躍
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
選
手
】
▼
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

＝
金か

ね

子こ

卓た
く

哉や

（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
３

位
▽
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
２
位
）
▼
サ

ッ
カ
ー
＝
津つ

田だ

悠ゆ
う

輔す
け

（
準
優
勝
）

�
障
が
い
福
祉
課

大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式

対
象　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
府
内

の
学
校
を
卒
業
ま
た
は
在
学
し
た

聴
覚
障
が
い
者
と
そ
の
家
族

と
き　
１
月
７
日
㈰
午
後
１
時
～

５
時

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）

申
し
込
み　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス（
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ
ク

ス
番
号
を
記
入
）
で
大
阪
聴
力
障

害
者
協
会
事
務
局
へ
▽
当
日
参
加

も
可

�
同
事
務
局（
☎
06・６
７
６
１
・

１
３
９
４
、
�
06
・
６
７
６
８
・

３
８
３
３
） 保

険
・
年
金

フォト

犯罪被害防止対策に関する協定締結
　10月19日、市と河内長野警察署は「犯罪被害防止対
策に関する協定」を締結しました。この協定は、市と警
察が連携し、市民のみなさんの平穏な生活をおびやか
す犯罪を抑止することが目的です。今回、その取り組
みのひとつとして市役所庁舎に防犯に関する情報発信
ステーションを設置し、警察官の立ち寄り所とすること
で、来庁者への防犯意識の高揚を図ります。これらを
通じて、今後もより安全で安心なまちをめざします。

特殊詐欺被害を未然に防止
　コンビニへ来店した人の架空請求詐欺被害を未然
に防止したとして、河内長野警察署からファミリー
マート千代田店アルバイト店員の南出麻里さん（写
真左）とローソン河内長野三日市駅前店店長の佐藤
喜美夫さん（同中央）へ感謝状が贈呈されました。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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子育て 健 康

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　
実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　
12
月

12
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❷
「
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
歌
っ
て
踊
ろ

う
お
楽
し
み
会
」

▼
と
き　
12
月
26
日
㈫
午
前
11
時

～
正
午　
▼
動
き
や
す
い
服
装
で　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❸
絵
本
の
ひ
ろ
ば

▼
と
き　
12
月
８
日
㈮
・
９
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時
▽
８
日
の

み
市
内
の
絵
本
作
家
も
参
加
予
定　

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　
▼

と
き　
12
月
21
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午 　

❹
～
❻
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
12
月
12
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
11
月
30
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
�
50
・
４
６
６
５
）

く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
２
歳
６
か
月
～
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
12
月
21
日
㈭
、
１
月
18
日

㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
各
月
の
５
日
か
ら
同

だ
け
の
参
加
も
可
）

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

４
・
５
歳
児
発
達
相
談

　
集
団
生
活
に
な
じ
め
な
い
、
か

ん
し
ゃ
く
が
ひ
ど
い
な
ど
の
相
談

に
心
理
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、

絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

と
き　
12
月
21
日
㈭
、
１
月
18
日

㈭
午
前
10
時
20
分
～
11
時
（
１
歳

児
向
け
）、午
前
11
時
20
分
～
正
午

（
２
歳
児
向
け
）　

と
こ
ろ　
図
書
館　

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

館
へ

�
三
日
市
公
民
館

　
　
　
　
　

 （
☎
62
・
６
１
５
５
）

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
。

と
き
・
と
こ
ろ　
12
月
９
日
㈯
午

後
２
時
～
＝
南
花
台
公
民
館
、
12

月
16
日
㈯
・
１
月
20
日
㈯
午
後
３

時
～
＝
千
代
田
公
民
館
▽
い
ず
れ

も
30
分
程
度

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
南
花
台
公
民
館
（
☎
63
・
１
１

３
１
）、
千
代
田
公
民
館
（
☎
55
・

１
１
２
５
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
父
親
・
母
親
に
な

る
市
民

と
き　
１
月
27
日
㈯
午
前
９
時
50

分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
管
理
栄
養
士
や
助
産
師
の

お
話

定
員　
各
18
組
（
先
着
順
▽
母
親

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は

３
月
末
が
使
用
期
限

　
現
在
お
持
ち
の
が
ん
検
診
ク
ー

ポ
ン
券
は
、
来
年
３
月
末
が
使
用

期
限
で
、
４
月
以
降
に
繰
り
越
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
医
療
機

関
の
受
診
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
、

す
ぐ
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❹
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年

９
月
１
日
～
11
月
15
日
生
ま
れ
の

第
１
子
と
そ
の
保
護
者　
▼
と
き　

１
月
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪
、

２
月
５
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
） 　
▼
内
容　
第

１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で
の

情
報
交
換
や
仲
間
作
り

❺
育
児
講
座
「
ト
コ
ト
コ
ま
て
ま

て
交
流
会
」

▼
対
象　
市
内
在
住
の
平
成
27
年

４
月
２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　
12
月
22
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午
▼
定
員　
15
組
（
抽
選
）

▼
内
容　
ヨ
チ
ヨ
チ
タ
イ
ム
を
卒

業
し
、
新
し
い
お
友
だ
ち
が
欲
し

い
人
、
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う

❻
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
「
ク
リ
ス
マ

ス
会
」　

▼
対
象　
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

乳
が
ん
検
診
（
有
料
）

対
象　
40
歳
以
上
で
平
成
29
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
前
年
度
に

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎ 06-6693-1199（24 時間）
★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯ 7119（ダイヤル回線・IP 電話か
らは☎ 06-6582-7119 へ▷ 24 時間）

★小児救急電話相談
相談電話　♯ 8000（ダイヤル回
線・IP 電話からは☎ 06-6765-
3650 へ▷午後８時～翌朝８時）

●休日・夜間の急病診療●
休日の急病診療 休日の小児急病診療 土曜・休日の

小児急病診療
夜間の

小児急病診療

診療科目
内科（中学生以下受診不可）
歯科
※12月２・９・16日は内科のみ。

小児科（中学生まで）

診療病院 休日急病診療所 富田林病院 当番病院

診療日 土・日・祝休日、
12 月 30 日～１月３日

日曜日・祝休日、
12 月 29 日～１月３日

土・日・祝休日、
12月29日～１月３日 毎日

受付時間
▶土曜日＝午後６時～８時 40 分
▶日曜日・祝休日・12 月 30 日～
１月３日＝午前 10 時～ 11時 40
分と午後１時～３時 40 分

午前９時～ 11 時
30 分と午後１時
～３時 30 分

午後４時～
８時

午後８時
～翌朝８

時

受診方法
など

直接同診療所へ
（菊水町 2-13、保健センター
隣、☎ 55-0300）
※健康保険証の持参を。

直接同病院へ
（富田林市向陽台 1-3-
36、☎ 29-1121）
※健康保険証の持参を。

まず消防署へ（☎53-0119）
※指定病院を紹介するか救急車で
搬送▷指定病院へ直接行ったり、
連絡したりしないでください。

五感で楽しむヘルシーランチ（1,100 円）
509kcal、塩分 3g、野菜 266g
■お店 のコメント　彩り野菜をふ
んだんに、食感にもこだわり試行錯
誤しながら当店らしいレシピを作り
ました。体に優しい甘酢あんや白み
そ豆乳スープをぜひご賞味くださ
い。※前日正午までに要予約。
■料理教室＆cafe SPOON　喜多町700-1 ☎090-8230-3911

スプーン

　健康総合企業のタニタと市内の飲食店10店舗がコラボレーショ
ンして、健康に配慮したオリジナルメニューを開発しました。今月
は「料理教室＆cafe SPOON」のメニューを紹介します。
※プロジェクトの詳細はＱＲコードからご参照を。
� 政策企画課

タニタ
監修
メニューかわちながの

あっぱれ！ゴハンプロジェクト

未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　
２
～
３
月
の
第
１
～
４
土

曜
日

と
こ
ろ　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用　
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
15
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

　
市
で
は
、
７
月
下
旬
に
、
平
成

29
年
４
月
１
日
時
点
で
20
歳
の
女

性
市
民
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
、
40

歳
の
女
性
市
民
に
乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と12月4日㈪・11日㈪・
18 日㈪午前 10 時〜午後３時 30 分▷ 12
月 11 日㈪＝「けいこ先生のリズム遊び」

（午前 11 時 30 分〜）、15 日㈮＝「みん
なでストレッチ体操！」（午前 11時〜）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時〜午後３時
12 月 27 日㈬＝「干支絵本いぬまつり」（午
前 11時〜正午▷参加費無料▷予約不要）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 12 月 13 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 12 月 15 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 12 月 27 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分〜正午▷駐車場には限りがあります。

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　11 月３日、天野山金剛寺では、重要文化財「弘法
大師像」の特別公開をはじめ、観心寺・延命寺の住
職を交えたトークショー（写真上）、大阪経済大学の
長田寛康名誉教授による講演会、天野小学校の児童
による文化財の解説（写真下）、音楽家サキタハヂメ
さんらの演奏などが開催されました。当日は、のべ
3500人が訪れ、参加者たちは様々なイベントを楽し
みながら、300 年ぶりの解体修理を終えた金堂を見
上げ、その鮮やかな朱色に驚いていました。

　10 月 18 日、消防本部屋外訓練場で、市内 14 事
業所による視閲式と消火技術錬成会が開催されまし
た。この日は各事業所から 79 人が参加。大会は自
衛消防隊の分列行進からはじまり、屋内消火栓競技
や消火器競技などが行われました。参加者たちは日
ごろ積み重ねた訓練の成果を披露していました。

　秋季全国火災予防運動に先駆け、大阪千代田短期大学
（小山田町）で11月１日、消防合同訓練が行われました。
河内長野青年会議所理事長の松本耕輔一日消防署長が
見守る中、地震により火災発
生という想定のもと、同大学、
消防本部、消防団が連携し学
生200人の避難、はしご車
での救助、負傷者の応急処
置や消火活動などが本番さ
ながらに展開されました。参
加した学生は、実際の消防活
動に触れることができ、防災
意識を高める貴重な経験に
なったと話していました。

　キックスで 11月12 日、青少年音楽フェスティバルが
開催されました。この催しは、青少年指導員と参加 21
グループの高校生、大学生が協力し、９月から毎月練習
を重ねてきたもので、この日が集大成となりました。舞
台上では、ロックのほかにも和太鼓やクラリネットなど
多彩なジャンルの演奏が披露され、集まった約 200 人
の観客とも一体となり、会場は大いに盛り上がりました。

若者のライブに会場の熱気も最高潮
青少年音楽フェスティバル

本尊が戻る前の貴重な体験
天野山金剛寺落慶法要プレイベント

Photo new
s kaw

achinagano

中世の荘園にタイムスリップ
ぐるっとまちじゅう博物館

　11 月 11 日・12 日、中世荘園の歴史的景観が残
る天見・流谷地区で、文化財などを巡るスタンプラ
リー、大阪市立大学生による景観の解説、石垣の伝
統的修復体験、棚田イルミネーションなどのイベン
トが開催され、のべ 914 人が参加しました。また、
天見小学校のオープンスクールも同時開催され、児
童が地域の歴史を題材に寸劇や紙芝居などを行いま
した。児童たちは、「魅力いっぱいの天見小学校に来
てください」と力強く呼びかけていました。 

大阪千代田短大と消防が連携
消防合同訓練

有事に備えて
自衛消防隊部会視閲式・消火技術錬成会

まちの話題をお届けします

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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就
労

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

■
パ
ソ
コ
ン
初
級
～
エ
ク
セ
ル

試
験
対
策
講
座

と
き　
来
年
２
月
３
日
～
３
月
17

日
の
毎
週
土
曜
午
前
10
時
～
午
後

４
時
▽
７
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
20
人
（
抽
選
）

教
材
費　
５
０
０
０
円

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
で
12
月

３
日
～
１
月
３
日
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
大
阪
府
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

540
ー
０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷

町
５
の
４
の
13
）
へ
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
06
・
６
７

６
２
・
９
４
９
８
）

市
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

業
務
内
容　
こ
ど
も
介
助
支
援
員
、

特
別
支
援
教
育
支
援
員
、
ハ
ー
ト

フ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
▽
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
生
徒
の
介
助
な
ど

▽
こ
ど
も
介
助
支
援
員
は
資
格
要

件
あ
り

勤
務
日　
平
成
30
年
４
月
～
９
月

（
更
新
あ
り
）の
週
２
～
５
日
の
勤

務
▽
時
間
は
５
～
８
時
間

申
し
込
み　
履
歴
書
を
持
っ
て
12

月
28
日
ま
で
に
教
育
指
導
課
へ

※
後
日
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

�
教
育
指
導
課

防
衛
省
自
衛
官

■
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

※
通
年
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
自
衛
隊
富
田
林
地
域
事
務
所

（
☎
24
・
３
７
９
９
）

富
田
林
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト

業
務
内
容　
事
務
補
助
な
ど

任
用
期
間　
１
月
中
旬
～
３
月
末

勤
務
地　
富
田
林
税
務
署
、
す
ば

る
ホ
ー
ル

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で

き
る
人

（
納
付
額
30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。手
数
料
は
不
要

で
す
。
ま
た
、
安
心
・
簡
単
・
確
実

な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

税
金
は
滞
納
せ
ず

正
し
く
納
め
ま
し
ょ
う

■
税
収
確
保
重
点
月
間

　
府
で
は
12
月
を
税
収
確
保
重
点

月
間
と
定
め
、
市
町
村
と
連
携
し
、

滞
納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
催
告

や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行

い
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
た
人
と

の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

�
府
南
河
内
府
税
事
務
所

（
☎
25
・
１
１
３
１
）

人
権

12
月
４
日
～
10
日
は

人
権
週
間
で
す

　
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
ま
た
、
12
月
７
日
ま
で

市
役
所
で
は
「
人
権
週
間
」
に
ち

な
ん
だ
展
示
を
行
い
ま
す
。

�
人
権
推
進
課

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

事
業
所

従
業
員
の
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
付
を

　
事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
従
業

員
の
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
引

き
去
り
、納
入
い
た
だ
く
こ
と（
特

別
徴
収
）
が
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
府
と
府
内
全

43
市
町
村
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底

し
ま
す
。
詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.osa
ka.lg.jp/zei/alacarte/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
を
受
付

　
市
と
上
下
水
道
事
業
で
は
、平
成

30
～
32
年
度
の
「
建
設
工
事
」「
物

品
購
入
・
管
理
業
務
等
」「
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」
の
一
般
お
よ
び

指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
審
査

申
請
の
受
付（
業
者
登
録
受
付
）を

平
成
30
年
度
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
申
請
を
受
付

と
き　
１
月
16
日
㈫
～
22
日
㈪
に

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
（
郵
送
不

可
）

※
申
請
用
紙
の
配
布
は
12
月
18
日

～
22
日
と
１
月
９
日
～
15
日（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
▽
時
間
は
午

前
９
時
～
午
後
４
時
。

�
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
６
４
１
１
）

税
金

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
４
期
分
の
納
付
を

　
ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、12

月
28
日
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
や
郵
便
局
、
夜
間
・
休
日
も
取

り
扱
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

12
月
10
日
～
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
拉
致
問
題
は
わ
が
国
の
喫
緊
の

国
民
的
課
題
で
す
。
こ
の
解
決
を

は
じ
め
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
さ
れ
る
中
、
市
民
の
み
な
さ
ん

も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と

認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
拉
致
問
題
啓
発
映
画
「
め
ぐ

み
」
上
映
会

と
き　
12
月
16
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大

阪
市
中
央
区
）

定
員　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

変
更
内
容　
今
回
か
ら
水
道
事
業

の
有
資
格
者
名
簿
を
廃
止
し
、
市

の
有
資
格
者
名
簿
に
一
本
化
（
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

を
）

業
務
内
容　
右
表
の
と
お
り

申
請
受
付　
12
月
11
日
㈪
～
１
月

26
日
㈮
に
一
般
書
留
郵
便
か
簡
易

書
留
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）
で

同
課
へ
（
持
参
不
可
）

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
。

�
契
約
検
査
課

業　種 内　容

建設工事 土木、建築、舗装、設備、解体、配給水管
などの建設工事

物品購入・
管理業務等

事務用品、電化製品、車両、燃料、日用品、
食料品、衣料などの販売、印刷、建物管理、
機械類保守、各種計量などの業務、リース
など

建設コンサルタント等 建設コンサルタント、建築設計、測量、
補償コンサルタント業務など

パブリックコメント
～市が策定する計画案などにあなたのご意見を～

事業所 税 金就労 高齢者人 権 パブリックコメント

�
人
権
推
進
課高

齢
者

い
き
い
き
介
護
教
室

■
音
楽
療
法
で
脳
を
元
気
に
し
よ
う

　
認
知
症
の
予
防
と
改
善
に
効
果

が
あ
る
音
楽
療
法
を
学
び
ま
す
。

①情報公開条例及び個人情報保護条例の改正等（素案）
　情報公開条例及び個人情報保護条例は、行政機関が保有
する個人情報の保護に関する法律の改正や、両条例制定以
降の国や他の地方公共団体等の情勢を踏まえ、見直しを進
めています。
②男女共同参画計画（第４期）
　「河内長野市男女共同参画推進条例」に基づき、男女共同
参画社会の実現に向けた施策を総合的かつ計画的に推進す
るため、「河内長野市男女共同参画計画（第４期）」の策定
を進めています。
③第７期高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（素案）
　老人福祉法および介護保険法に基づき、高齢者保健福祉
計画などを定め、計画的な高齢者福祉施策を実施していま
す。第６期となる現計画が平成 29 年度に終了することに
ともない、第７期計画（平成 30 〜 32 年度）の策定を進
めています。
①～③の募集方法　所定の意見提出用紙で①は 12 月１日
〜１月４日に総務課情報センターへ、②は 12 月 12 日〜
１月 11 日に人権推進課へ、③は 12 月 20 日〜１月 19 日
にいきいき高齢・福祉課へ（いずれも当日消印有効）
※素案と意見提出用紙は情報センター、キックス、ラブリー
ホール、各公民館、あやたホール、くすのかホール、みので
ホールなどに備えています（結果公表も同施設および市ホー
ムページで行います）。▷市ホームページから閲覧し、意見を
入力することもできます▷意見に対する個別対応はしません。
�①＝総務課情報センター、②＝人権推進課、③＝いきい
き高齢・福祉課

パブリックコメント

交
流
会
も
行
い
ま
す
。

対
象　
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　
12
月
19
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
52・

０
１
８
０
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
高
校
・
大
学
な
ど
の
入
学
時
や

在
学
中
の
費
用
を
支
援
す
る
公
的

融
資
制
度
で
す
。

融
資
限
度
額　
学
生
一
人
に
つ
き

３
５
０
万
円

利
率　
年
1
・
７
６
％
（
平
成
29

年
12
月
１
日
現
在
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
日
本
政
策
金
融
公
庫
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎

０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
）

秀
賞
に
、
林は

や
し

朱す

雀ざ
く

さ
ん
（
楠
小
６

年
）の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。そ

の
他
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

【
優
秀
作
品
】
早は

や

川か
わ

巧た
く

望み

（
長
野
小

２
年
）、
星ほ

し

田だ

杏あ
ん

（
南
花
台
小
３

年
）、
前ま

え

瑛て
る

満ま

（
美
加
の
台
小
６

年
）、
吉よ

し

田だ

佑ゆ

維い

（
天
見
小
６
年
）、

島し
ま

壮そ
う

吾ご

（
加
賀
田
中
２
年
）、
松ま

つ

井い

綺き

羅ら

里り

（
西
中
２
年
）

【
佳
作
】
河か

わ
い合
怜れ

い

（
南
花
台
小
１

年
）、
阪さ

か

口ぐ
ち

香か
お
り

子こ

（
天
見
小
３
年
）、

内う
ち

芝し
ば

朝あ
さ

香か

（
美
加
の
台
小
４
年
）、

窪く
ぼ

田た

啓け
い

太た

（
川
上
小
４
年
）、

教
育
・
文
化

国
際
平
和

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

■
市
長
賞
に
石
仏
小
の
上
原
さ

ん
　
子
ど
も
た
ち
に
平
和
へ
の
気
持

ち
を
表
現
し
て
も
ら
お
う
と
、
小

学
６
年
生
を
対
象
に
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
「
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
（
河
内
長
野
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）」。
今
年
は
７
７

３
点
の
応
募
が
あ
り
、
市
長
賞
に

石
仏
小
の
上う

え

原は
ら

桃も

も々

さ
ん
の
作
品

（
写
真
左
）
が
選
ば
れ
、
53
点
が
入

賞
し
ま
し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
教
育
委
員
会
賞
】

至し

田だ

歩い

輝ぶ
き

（
楠
小
）

【
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
】

原は
ら

愛ま
な

珠み

（
石
仏
小
）

�
同
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
52
・
６
８
９
０
）

青
少
年
健
全
育
成
標
語

■
最
優
秀
賞
に
楠
小
の
林
さ
ん
の

作
品
「
お
は
よ
う
と　
種
を
植
え

た
ら　
笑
顔
咲
く
」

　
今
年
の
青
少
年
健
全
育
成
標
語

（
応
募
総
数
３
２
２
４
点
）の
最
優

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と

公
営
企
業
会
計
の
状
況

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
は

３
３
４
億
３
６
１
８
万
６
千
円（
繰

越
予
算
を
含
む
）
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
３
億
３
９
１
万
７
千

円
を
増
額
補
正
し
、
３
３
７
億
４

０
１
０
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
現
額
に
対
す
る
執
行
状
況

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
市
民
１

人
当
た
り
の
市
税
負
担
額
（
調
定

額
）
は
10
万
７
６
９
３
円
、
１
世

帯
当
た
り
で
は
24
万
４
１
２
５
円

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
度
は
一
般
会

計
と
分
け
て
経
理
す
る
必
要
の
あ

る
５
つ
の
特
別
会
計
と
、
公
営
企

業
と
し
て
水
道
・
下
水
道
事
業
会

大お
お

谷た
に

彩い

月つ
き（
天
野
小
５
年
）、
梶か

じ

谷た
に

優ゆ
う

希き

（
石
仏
小
５
年
）、
鬼き

頭と
う

桜さ
く
ら

子こ

（
高
向
小
５
年
）、
水み

ず

本も
と

悠は
る

（
楠

小
５
年
）、
岡お

か

向ひ

日な

葵た

（
加
賀
田
小

６
年
）、
友と

も

成な
り

心こ
の

香か

（
南
花
台
小
６

年
）、
西に

し

川か
わ

穂ほ

乃の

花か

（
小
山
田
小
６

年
）、
冨ふ

家け

明あ

歌か

音ね

（
千
代
田
中
１

年
）、
村む

ら

田た

寛か
ん

太た

郎ろ
う

（
長
野
中
１

年
）、
田た

中な
か

響ひ
び
き（

美
加
の
台
中
２

年
）

�
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事
務

局（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
、☎
54
・

０
０
０
５
）

図書館の催しいろいろ
ところ　①～③は図書館、④はキックスで開催

①「本のおたのしみ袋」を貸し出します
　司書が様々なテーマに沿った本を３冊ずつ選
んだ「おたのしみ袋」。どんな本が入っているか
は借りてからのお楽しみ。
対象　図書館利用者登録をしている人
とき　12 月 16 日㈯〜 24 日㈰（おたのしみ袋
がなくなり次第終了）
②さわる絵本・布の絵本大公開
　ボランティアが手作りしたさわる
絵本・布の絵本の公開。
とき　12 月 24 日㈰午後１時 30 分〜３時 30 分
※当日直接会場へ。
③書庫見学ツアー
　普段は職員しか入れない地下書庫の見学ツアー。
とき　12 月 16日㈯①午後２時 45 分〜②午後
３時 45 分〜（いずれも 15 分程度）
定員　各 20 人（先着順）
※当日直接会場へ▷書庫図書の貸し出しはでき
ません。
④親と子のクリスマス会
　大型絵本などの読み聞かせや紙芝居、人形劇。
対象　市内在住の子どもとその保護者（プログラ
ムは４〜８歳向け）
とき　12 月 23 日㈷①午前 11 時〜正午②午後
１時 30 分〜２時 30 分　
定員　各 70 人（先着順）
申し込み　12 月５日からはがきか電子メール

（tosho-kouza@city.kawachinagano.lg.jp） に 参
加者全員の住所、氏名、年齢、電話番号と希望時
間帯（①または②）を記入して図書館（〒 586-0025
昭栄町７-１）へ（１枚で１家族分有効）▷電話・来
館での申し込みも可
�図書館（☎ 52 ｰ 6933）

平成29年度上半期
財政事情の公表

今年４月から９月までの予算の執行状況および市の財
産（土地・建物）の状況についてお知らせします（文中
や各表の数値は平成 29 年 9 月 30 日現在のものです）。

問い合わせ　財政課

公表

計
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

執
行
状
況
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

基
金
・
市
債
・
財
産
の
状
況

　

市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
、
市
の

借
金
で
あ
る
市
債
の
状
況
は
表
３

の
と
お
り
で
す
。
市
民
１
人
当
た

り
の
基
金
の
額
は
８
万
２
５
９
４

円
、
市
債
の
額
は
56
万
８
５
７
５

円
で
す
。
な
お
、一
時
的
な
現
金
の

不
足
に
は
、一
般
会
計
と
各
特
別
会

計
の
会
計
相
互
間
で
の
現
金
運
用

や
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
一

時
的
な
借
り
入
れ
で
対
応
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
の
財
産
（
土
地
・

建
物
）は
、
土
地
が
２
９
２
万
２
７

４
６
平
方
㍍
、
建
物
が
26
万
３
１

５
３
平
方
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教育・文化

表３：基金・市債の状況 ( 単位 : 千円 )
種   類 金   額 主な使い道
基  金 8,876,876

財 政 調 整 基 金 2,325,250 財源不足への対応
普通建設事業基金 1,183,623 一般建設事業
減 債 基 金 404,528 借金の返済
その他特定目的基金 4,788,080 公共施設維持改修基金など
水 道 事 業 基 金 175,395 用地取得・施設整備など

市  債 61,108,140
臨時財政対策債等 18,642,468 財源不足への対応など
通常の建設地方債 12,751,383 公共事業等債など
水 道 事 業 債 4,620,612 建設改良事業費
下 水 道 事 業 債 25,093,677 建設改良事業費など

※平成 29 年 9 月 30 日現在の人口は 107,476 人、世帯数は 47,412 世帯です。

表２：特別会計・公営企業会計の執行状況 （単位：千円、％）

会 計 名
歳　　入 歳　　出

予算現額 収入済額（執行率） 予算現額 支出済額（執行率）
特 別 会 計 29,364,666 12,332,730（42.0） 29,364,666 11,974,796（40.8）
国民健康保険事業 16,276,041 6,953,976（42.7） 16,276,041 7,221,532（44.4）
土 地 取 得 760,207 44,044　（5.8） 760,207 41,778　（5.5）
部 落 有 財 産 560 0　（0.0） 560 0　（0.0）
介 護 保 険 10,453,742 4,553,210（43.6） 10,453,742 4,006,998（38.3）
後期高齢者医療 1,874,116 781,500（41.7） 1,874,116 704,488（37.6）
水 道 事 業 会 計 2,979,278 1,272,588（42.7） 3,762,760 1,409,057（37.4）
収 益 的 収 支 2,629,789 1,272,588（48.4） 2,541,000 1,095,343（43.1）
資 本 的 収 支 349,489 0　（0.0） 1,221,760 313,714（25.7）
下水道事業会計 5,213,309 1,181,014（22.7） 6,357,539 2,288,094（36.0）
収 益 的 収 支 3,079,353 1,157,579（37.6） 3,179,747 1,434,781（45.1）
資 本 的 収 支 2,133,956 23,435 （1.1） 3,177,792 853,313（26.9）

表１：一般会計の執行状況 （単位 : 千円、%）
費　目 予算現額 収入済額（執行率）
歳  入 33,740,103 16,566,346（49.1）

市 税 12,119,519 7,181,059（59.3）
地方交付税 6,228,641 4,394,151（70.5）
国庫支出金 5,854,471 2,551,853（43.6）
府 支 出 金 2,722,016 465,797（17.1）
市 債 2,172,400 4,400　（0.2）
使用料及び手数料 649,294 363,413（56.0）
分担金及び負担金 409,282 171,626（41.9）
繰 入 金 404,381 14,468　（3.6）
そ の 他 3,180,099 1,419,579（44.6）

費   目 予算現額 支出済額（執行率）
歳  出 33,740,103 13,578,600（40.2）

民 生 費 15,798,765 6,805,200（43.1）
総 務 費 3,551,907 1,212,461（34.1）
教 育 費 3,136,621 1,283,789（40.9）
衛 生 費 3,075,169 1,084,443（35.3）
公 債 費 3,060,458 1,256,702（41.1）
土 木 費 2,730,504 982,613（36.0）
消 防 費 1,219,228 535,458（43.9）
農 林 業 費 515,296 121,722（23.6）
そ の 他 652,155 296,212（45.4）

K Kiz

K Kiz

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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人
事
行
政
の

運
営
等
の
状
況

　

市
職
員
の
給
与
や
職
員
数
、
勤
務
条
件
な
ど
の
人
事
行

政
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く

そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
表
の
内
容
で
、
年
度
・
日
付
の

表
示
の
な
い
も
の
は
平
成
29
年
4
月
1
日
現
在
で
す
。

問
い
合
わ
せ 
人
事
課

❶職員の任免および職員数に関する状況
⑴部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門 区分 職員数 対前年
増減数

平成28 ～29 年の職員数増減状況
Ｈ29 年 Ｈ28 年 増 減 主な増減理由

一般
行政

議会 5 5 0 

総務 114 120 △ 6 6 異動不補充、窓口センター廃止
による減、業務効率化による減

税務 42 42 0 
民生 81 83 △ 2 1 3 異動不補充

衛生 46 51 △ 5 1 6 事業終了に伴う減、市営斎場委託
に伴う減、異動不補充、体制強化

労働 2 2 0 
農林水産 17 19 △ 2 2 事業終了に伴う減
商工 11 10 1 1 業務増による体制強化

土木 43 44 △ 1 1 退職不補充

小計 361 376 △ 15 − −

特別
行政

教育 82 78 4 5 1 体制強化、再任用職員の
登用拡大、異動不補充

消防 115 108 7 7 体制強化
小計 197 186 11 − −

合　計 558 562 △ 4 − −

公営
企業
等

会計

水道 26 27 △ 1 1 退職不補充
下水道 20 19 1 1 体制強化
その他 39 39 0 
小計 85 85 0 − −

総合計 643 647 △ 4 − −
�職員数は一般職に属する職員であり、地方公務員の身分
　を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非
　常勤職員を除いています。

⑵職員給与費の状況（平成 29 年度普通会計予算）
職員数
（A）

給　与　費 職員１人当たり
（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

581人 2,216,130 
千円

588,787 
千円

906,969 
千円

3,711,886 
千円

6,389 千
円

�職員手当には退職手当を含みません。

⑵採用・退職の状況（平成 28 年度）
採　用 28 人
退　職 37 人

�採用・退職は、任期付職員、大阪府などからの派遣職員
　やフルタイム勤務の再任用職員を含みます。

❷職員給与の状況
⑴人件費の状況（平成 28 年度普通会計決算）

住民基本
台帳人口

歳出総額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
（B/A）

（参考）平成27
年度人件費率

平成 29 年 1月1日
108,488 人

34,651,791 
千円

17,217 
千円

6,189,077 
千円 17.9％ 18.4%

�人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

⑶職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

43.1 歳 321,353
円

351,999
円 55.4 歳 360,155

円
394,387

円
�平均給与月額は、基本給月額（給料＋扶養手当＋地域手当）です。

⑷職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 初任給 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 184,800 円 262,680 円 302,025 円 354,122 円

短大卒 167,600 円 − − −

高校卒 155,800 円 238,900 円 282,300 円 338,400 円
�経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務し

ている場合は採用後の年数をいうものです。

⑸ラスパイレス指数の状況

区分 平成
23 年度

平成
24 年度

平成
25 年度

平成
26 年度

平成
27 年度

平成
28 年度

河内長野市 99.4 107.9 
(99.6)

102.8 
(94.9) 94.5 97.7 97.6

府内市平均
（政令市除く） 99.6 106.7 

(98.6)
105.5 
(97.5) 97.5 99.0 99.0

（注 1）この表は、各年４月１日現在の一般行政職の職員の
給料について、国家公務員を 100とした場合の比較です。

（注 2）平成 24・25 年度の（ ）の数値については、国家公
務員の時限的な（2 年間）給与改定特例法による措置がな
いとした場合の参考値です。

⑹職員手当の状況
区分 河内長野市 国
期
末・勤
勉
手
当

（平成28 年度支給割合） （平成28 年度支給割合）
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.225 月分 0.8 月分 ６月期 1.225 月分 0.8 月分
12月期 1.375 月分 0.9 月分 12月期 1.375 月分 0.9 月分

計 2.6 月分 1.7 月分 計 2.6 月分 1.7 月分
区分 内　　　容
扶
養
手
当

配偶者…月額 10,000 円
扶養親族…（子）月額 8,000 円、（子以外）月額 6,500 円
※満16歳の年度当初から満22歳の年度末までの子が

いる人は１人につき月額 5,000 円を加算。
住居
手当 借家…家賃に応じて月額 0 円〜 27,000 円
通
勤
手
当

通勤距離片道２㌔以上の職員に支給
交通機関利用者…６か月定期券相当額を支給
自動車等利用者…距離に応じて月額 2,000 円〜 31,600 円

⑺特別職の報酬の状況
区分 内容 区分 内容

給料
月額

市　長　700,000 円
副市長　747,000 円
教育長　747,000 円
参　与　657,000 円

議員報
酬月額

議　長　660,000 円
副議長　610,000 円
議　員　570,000 円

期末
手当

（平成28 年度支給割合）
市　長　　  4.3 月分
副市長　　  4.3 月分
教育長　　  4.3 月分

期末
手当

（平成28 年度支給割合）
議　長　　  4.3 月分
副議長　　  4.3 月分
議　員　　  4.3 月分 

（注１）平成 28 年８月３日から平成 32 年８月２日まで、特別
職の給与月額は、条例本則の金額から市長は 30％、副市長お
よび教育長は 10％を減額しています。

（注 2）参与は平成 29 年４月から設置しています。

⑻一般職員の級別分布数の状況
区分 ８級 ７級 ６級 ５級

標準的な
職務内容 部長級 副理事級 課長級 課長補佐級
職員数 18 人 2 人 60 人 116 人
構成比 2.8% 0.3% 9.3% 18.1%
区分 ４級 ３級 ２級 １級 計

標準的な
職務内容 係長級 副主査級 一般職員 一般職員
職員数 216 人 123 人 70 人 38 人 643 人
構成比 33.6% 19.1% 10.9% 5.9% 100.0%

❸職員の勤務条件の状況
勤
務
時
間

な
ど

本庁などの場合
月〜金曜日（祝休日と年末年始を除く）
勤務時間＝午前９時〜午後５時 30 分（うち休憩時
間 45 分）

年
次
休
暇

制　度　概　要 平均取得日数
１年につき 20 日付与
現年付与分のみ翌年への繰越可能

（平成28 年）
9.8 日

主
な
特
別
休
暇

休暇の種類 付　与　日　数
結婚休暇 連続７日以内
妻の出産休暇 ５日以内
男性職員育児休暇 ５日以内
忌引休暇 続柄による（父母・配偶者は７日以内など）
夏季休暇 ７日以内
子の看護休暇 ５日以内（対象となる子が２人

以上の場合は 10 日以内）
ボランティア休暇 ５日以内

❺分限・懲戒処分の状況（平成 28 年度）
処分の種類 処分者数
分限処分 ９人
懲戒処分 ０人

❻公平委員会における業務の状況（平成 28 年度）
業務の種類 件数

職員の勤務条件に関する措置の要求の状況 ０件

職員に対する不利益な処分の不服申立ての状況 ０件

❽主な研修の状況（平成 28 年度）
研修区分 主な内容 実施件数 受講人数

階層別研修 問題解決、部下育成、地方自
治法など 15 件 426 人

特別研修 人権、市民協働、男女共同参
画など 12 件 1126 人

中部合同
研修

新規採用職員、新任課長、新
任係長、民法など 11 件 57 人

派遣研修 マッセ OSAKA 主催研修、
自治大学校派遣研修など 31 件 81 人

❹休業の状況（平成 28 年度）
種類 主な内容 人数

育児休業 ３歳未満の子を養育するための休業（無
給）

16 人 
（４）

部分休業
未就学の子を養育するため、30 分を単位
とする、始業から、または終業までの連
続した２時間以内の休業（無給）

7 人 
（5）

介護休暇 配偶者などで日常生活を営むのに支障の
ある者の介護をするための休業（無給） ０人

�（　）内は、平成 27 年度以前から引き続き取得してい
る者の人数です。

❾福利厚生などの状況（平成 28 年度）

地方公共団体は、地方公務員法により、職員の福利厚生
の計画の策定、実施を義務付けられており、河内長野市
職員厚生会において福利厚生事業を行っています。職員
厚生会では民間事業者の会員制福利厚生事業へ加入し、
生活支援事業を実施しました（補助率 50％）。

⑶職員の人事評価の状況（平成 28 年度）
評価ランク 特に良好 良好（標準） やや良好でない 良好でない

計
点数範囲 90 点以上 90 点未満

65 点以上
65 点未満
60 点以上 60 点未満

職員数 5 人 652 人 1 人 6 人 664
人

分布割合 0.8% 98.2% 0.1% 0.9% −
（注 1）評価ランクは人事評価の評価結果を 100 点満点換算

したものです。
（注 2）人事評価の対象者は、一般職の職員（フルタイム及

び短時間勤務の再任用職員、任期付職員を含みます。）で
す。また、評価基準日（１月 15 日）における対象年度の
勤務期間が３か月未満である職員は除きます。

（注 3）分布割合は、小数点第２位を四捨五入しています。

❼職員の退職管理の状況（平成 28 年度）・再就職状況

再就職の届出件数 （参考）平成 27 年度に退職
した課長級以上の職員数

市長部局 １ ９

市消防本部 − ２
�市長部局には、他の任命権者（市議会議長・教育委員会・
　固定資産評価審査委員会・選挙管理委員会・農業委員会・
　代表監査委員）を含みます。

市政と関連情報 モックル生活ガイド公表
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お
知
ら
せ

万
博
誘
致
の
た
め

署
名
活
動
に
ご
協
力
を

　

２
０
２
５
年
の
国
際
博
覧
会

（
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
）
の
大
阪
・
関
西
へ
の

誘
致
実
現
に
向
け
て
、
署
名
活
動

と
会
員
登
録
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

署
名
期
間　
12
月
１
日
㈮
～
28
日

㈭
の
市
役
所
開
庁
日

と
こ
ろ　
市
役
所

※
会
員
登
録
は
下
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

�
政
策
企
画
課

12
月
は
大
阪
府

献
血
推
進
月
間

対
象　
18
～
64
歳
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人
（
男
性
は
17
歳
か
ら
可

▽
60
～
64
歳
で
経
験
の
あ
る
人
は

69
歳
ま
で
可
）

と
き
・
と
こ
ろ　
12
月
12
日
㈫
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
＝
ノ
バ

テ
ィ
な
が
の
北
館
、１
月
９
日
㈫
午

前
10
時
～
正
午
と
午
後
１
時
～
４

時
30
分
＝
オ
ー
ク
ワ
河
内
長
野
店

※
輸
血
時
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
実
施
。

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記

■
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
相
続
し
た
不
動
産
の
相
続
登
記

（
名
義
変
更
）は
所
在
地
を
管
轄
す

る
法
務
局
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
相
続
登
記
を
す
れ
ば
ス
ム
ー
ズ

に
不
動
産
を
売
却
で
き
、ま
た
、不

動
産
を
担
保
に
住
宅
ロ
ー
ン
を
組

む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
相
続
登
記
を
せ

ず
放
置
し
て
お
く
と
、
２
次
、
３

次
相
続
が
発
生
し
、
相
続
人
の
調

査
だ
け
で
相
当
の
時
間
、
手
数
料
、

手
続
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
空
き
家
な
ど
が
適
正

に
管
理
さ
れ
ず
荒
廃
し
、
近
隣
住

民
に
被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
の

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
権
利
を
大
切

に
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
早
め
の
相

続
登
記
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

�
大
阪
法
務
局
富
田
林
支
局

（
☎
23
・
２
４
３
２
）

観
光
ふ
れ
あ
い
ト
イ
レ

　
地
域
の
協
力
で
観
光
客
の
み
な

さ
ん
に
ト
イ
レ
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
際
に
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
青
賀
原
神
社（
下
里
町
）、

行
者
湧
水
直
売
所
（
石
見
川
）、
下

岩
瀬
集
会
所
（
岩
瀬
）、
大
地
の
里

友
邦
（
岩
瀬
）、
八
幡
神
社
（
天
見
）

�
産
業
観
光
課

講
演
・
講
座

カ
レ
ッ
ジ
あ
す
へ

と
き
・
内
容　
①
12
月
17
日
㈰
＝

福
祉
は
社
会
の
無
駄
か
？
、
②
1

月
28
日
㈰
＝
介
護
保
険
制
度
の
何

が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
？
▽
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
①
高
向
保
育
園
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
（
旭
ケ
丘
）、
②
キ

ッ
ク
ス

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
開
催
月
の
５
日
～
10

日
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ａア

ス

エ

Ｓ
Ｕ
Ｈ
Ｅ
の
奥
谷
さ
ん
へ

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費
負
担

が
必
要
で
す
。

�
奥
谷
さ
ん（

☎
�
54
・
５
５
９
８
）

公
園
緑
化
協
会
の
講
座

■
ミ
ニ
門
松
作
り

と
き　
12
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
３
０
０
円

■
稲
わ
ら
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ン

と
き　
12
月
28
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
２
５
０
０
円

※
会
場
は
い
ず
れ
も
寺
ケ
池
公
園

管
理
事
務
所
。

申
し
込
み　
12
月
6
日
か
ら
電
話

で
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会
へ

�
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

男女共同参画推進講座
多様化する社会を生きやすく

～気づきの一歩～
　ジェンダー・メディア・セクシュアリティに
ついてNPO法人S

シ ー ン

EANの講師がお話します。
とき・内容　時間はいずれも午後2時～4時

1月16日㈫  女子力ってなに
23日㈫  テレビＣＭを考えてみよう
30日㈫  多様性誰もが生きやすく

ところ　キックス
定員　30人（先着順）▷1歳～就学前の一時保
育あり（10人▷先着順）
申し込み　12月8日から電話
で男女共同参画センターへ
�男女共同参画センター
（キックス内、☎54-0003）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

シリーズ人権 連 載

KAORU
KUSUNOKI

楠木 薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

長者の万灯より
貧者の一灯 第 22 回

　
紀
元
前
の
こ
と
、
古
代
イ
ン
ド

の
阿あ

闍じ
ゃ

世せ

王
が
供
養
の
た
め
釈
迦

を
招
い
た
と
き
、
釈
迦
が
宮
殿
か

ら
祇
園
精
舎
へ
帰
る
道
を
た
く
さ

ん
の
灯
明
で
照
ら
す
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
貧
乏
な
老

女
も
な
ん
と
か
し
て
灯
明
を
か
か

げ
た
い
と
思
い
、
わ
ず
か
の
銭
を

都
合
し
て
一
灯
を
と
も
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
王
の

灯
明
は
消
え
た
り
油
が
尽
き
た
り

し
ま
し
た
が
、
老
女
の
灯
明
は
終

夜
消
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
貧
し
い
人
の
誠
意
の
こ
も
っ
た

わ
ず
か
な
さ
さ
げ
物
は
、
お
金
持

ち
の
世
間
体
を
飾
っ
た
多
く
の
さ

さ
げ
物
よ
り
ま
さ
っ
て
い
る
と
い

う
真
心
の
尊
さ
を
説
く
お
話
で
す
。

　
師
走
に
入
り
、
も
う
す
ぐ
迎
え

る
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
お
年
玉
、
歳
末
セ
ー
ル

と
、
お
金
に
羽
が
付
い
て
飛
ん
で

い
く
季
節
で
す
が
、
お
金
と
い
う

も
の
は
使
い
方
に
よ
っ
て
そ
の
価

値
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
も
の
。

　
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
10
分
も
か

か
ら
ず
に
な
く
な
っ
た
１
０
０
０

円
と
、
地
震
な
ど
の
災
害
や
恵
ま

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
寄
附
と

し
て
使
わ
れ
た
１
０
０
０
円
は
同

じ
価
値
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
年
末

年
始
を
控
え
、
お
金
を
ど
の
よ
う

に
使
う
か
思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

　
閑か

ん

話わ

休き
ゅ
う

題だ
い

。
幼
い
頃
、
お
正
月

に
親
戚
が
我
が
家
に
来
る
と
、
顔

や
言
葉
に
出
し
て
は
い
け
な
い
期

待
感
が
膨
ら
み
、
ぽ
ち
袋
を
渡
さ

れ
た
瞬
間
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
、

年
に
一
度
の
楽
し
み
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
年
齢
と
共

に
変
化
し
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
と
袋

の
中
身
、
要
す
る
に
金
額
に
気
持

ち
が
向
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
幼
子
の
純
粋
な
心
が
失
わ

れ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
か
つ
て
、
日
本
の
人
口
が
１
億

人
と
言
わ
れ
た
と
き
、「
ひ
と
り
１

円
の
寄
付
で
１
億
円
や
な
ァ
」
と
、

妙
に
感
心
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぽ
ち
袋
の
「
ポ
チ
」
は
「
こ
れ
っ

ぽ
っ
ち
」
と
い
う
意
味
で
、「
少
な

い
け
れ
ど
」
と
い
う
謙
虚
な
気
持

ち
を
表
す
そ
う
で
す
が
、
小
さ
な

善
意
も
た
く
さ
ん
集
ま
れ
ば
大
き

な
力
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
に
「
長
者
の

万
灯
よ
り
貧
者
の
一
灯
」。

　
お
年
玉
に
限
ら
ず
、
寄
付
し
た

り
、
も
の
を
贈
っ
た
り
す
る
と
き

に
は
誠
心
誠
意
、
真
心
を
込
め
る
。

ま
た
、
人
か
ら
何
か
を
贈
ら
れ
た

と
き
に
は
相
手
の
思
い
に
よ
り
深

く
感
謝
す
る
。
そ
ん
な
心
の
豊
か

さ
を
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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市
美
術
協
会
ス
ケ
ッ
チ
展

と
き　

12
月
21
日
㈭
～
28
日
㈭

（
土
・
日
を
除
く
）
▽
時
間
は
午
前

10
時
～
午
後
５
時
（
21
日
は
午
後

１
時
か
ら
、
28
日
は
正
午
ま
で
）

と
こ
ろ　
市
役
所

�
同
協
会
の
泰
中
さ
ん

（
☎
53
・
６
９
２
８
）

旧
三
日
市
交
番
の
常
設
展

「
国
指
定
史
跡
烏
帽
子
形
城
跡
」

　
平
成
30
年
で
完
了
す
る
史
跡
整

備
を
記
念
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

と
き　
12
月
２
日
㈯
～
３
月
25
日

㈰
の
土
日
祝
日
▽
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時

�
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

関
西
城
郭
サ
ミ
ッ
ト

in
烏
帽
子
形
城
跡
の
講
演
会

と
き　
12
月
10
日
㈰

午
前
11
時
～
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

内
容　
「
戦
国
末
期
の
山
城
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
や

座
談
会
▽
オ
ー
ボ
エ
・
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
・
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
も
あ
り
。

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

資
料
代　
１
０
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
遺
産
保
存
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
尾
谷
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
６
９
０
３
・
６
１
３
７
）

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

■
市
指
定
無
形
文
化
財
「
八
幡
神

社
勧か

ん

請じ
ょ
う

縄
か
け
神
事
」

と
き　
12
月
13
日
㈬
～

１
月
７
日
㈰
午
前
９
時

～
午
後
５
時
▽
祝
日
以

外
の
月
曜
日
と
祝
日
の

翌
日
は
休
館

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学

習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

国
宝
大
日
如
来
坐
像

搬
入
作
業
見
学
会

　
京
都
国
立
博
物
館
で
の
展
示
を

終
え
て
仏
像
が
帰
っ
て
き
ま
す
。

と
き　
12
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～

３
時

と
こ
ろ　
天
野
山
金
剛
寺

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

野
菜
販
売
・
軽
ト
ラ
市

　
加
賀
田
地
区
の
農
家
が
作
っ
た

野
菜
や
米
を
販
売
し
ま
す
。

と
き　
12
月
10
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
加
賀
田
小
学
校

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
加
賀
田
地
区
連
合
町
会
の
奥
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
６
４
０
・
７
７
８
６
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

大
根
つ
か
い
こ
な
し
メ
ニ
ュ
ー

と
き　
１
月
19
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
河
内
長
野
ガ
ス
㈱

内
容　
大
根
を
使
っ
た
調
理
実
習

定
員　
18
名
（
抽
選
）

参
加
費　
１
５
０
０
円

申
し
込
み　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電

話
、
講
座
名
を
記
入
し
て
12
月
21

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
社
（
〒
586

ー
０
０
２
５
昭
栄
町
14
の
31
）へ
▽

当
選
者
の
み
後
日
は
が
き
で
通
知

�
河
内
長
野
ガ
ス

（
☎
０
１
２
・
０
５
３
・
０
０
１
２
）

く
ろ
ま
ろ
塾
大
学
連
携
講
座

高
野
山
大
学
編

と
き
・
内
容　
①
１
月
26
日
㈮
＝

弘
法
大
師
空
海
の
生
涯
Ⅰ
、
②
２

月
６
日
㈫
＝
弘
法
大
師
空
海
の
生

涯
Ⅱ
、
③
９
日
㈮
＝
高
野
山
の
歴

史
と
文
化
Ⅰ
、
④
23
日
㈮
＝
高
野

山
の
歴
史
と
文
化
Ⅱ
▽
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
各
２
８
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
５
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可

�
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
講
座

～
世
界
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て
～

■
府
と
南
河
内
９
市
町
村
が
連
携

し
た
生
涯
学
習
広
域
講
座

と
き
・
と
こ
ろ　
２
月
11
日
㈷
・

18
日
㈰
＝
富
田
林
市
き
ら
め
き
創

造
館
、
25
日
㈰
＝
狭
山
池
博
物
館

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～

４
時
▽
３
回
シ
リ
ー
ズ

定
員　
１
２
０
人
（
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
か
電
子

メ
ー
ル
（s-gaku@

city.tonda
bayashi.lg.jp

）
に
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
（
返
信
用
に
も
記

入
）、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
12
月
28
日（
必
着
）

ま
で
に
富
田
林
市
生
涯
学
習
課

（
〒
584
ー
８
５
１
１
常
盤
町
16
の

11
）
へ
▽
１
枚
で
２
人
ま
で
有
効

�
富
田
林
市
生
涯
学
習
課

（
☎
26
・
８
０
５
６
）

■おはなし会のお知らせ
対象 と　き 定員（先着順）

２～３歳児
と保護者

12 月13 日㈬・27 日㈬午後
2 時 30 分～（15分程度） 各10組

４歳～就学
前の子ども

12 月13 日㈬・27 日㈬午後
３時30分～（30分程度）

各25人
小学生

12 月２日㈯午前11時～
12 月16 日 ㈯ 午 後２時～

（30分程度）
※当日直接図書館へ。

K Kiz

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から３年
です。更新手続きには、住所・氏名が確認でき
るものなどが必要です。詳しくは問い合わせを。

■休館日　12 月５日㈫・11日㈪、29 日㈮
～ 1月３日㈬  ※１月２・３日の特別開館は
ありません。
■新刊図書の紹介
◎児童書　ぼくらの原っぱ森　ジュリア・グリーン
　　　　　くるみのなかには　たかおゆうこ
◎一般書　戦の国　冲

う ぶ

方
か た

丁
と う

　　　　　　　
　　　　　毒母ですが、なにか　山

やま

口
ぐち

恵
え

以
い

子
こ

◎その他　後
ご

藤
とう

加
か

寿
ず

子
こ

のおせち料理
　　　     日本の無国籍者 井

い

戸
ど

まさえ

■自動車文庫巡回表（12月１日～１月4日）
巡回日 巡回時間 場　　所

12 月 12 日㈫
12 月 26 日㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

12 月 13 日㈬
12 月27 日㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

12 月 14 日㈭
12 月 28 日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:30 旭ケ丘バス方転地

12 月 １日 ㈮
12 月 15 日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

12 月 ５ 日 ㈫
12 月19日㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:30 緑ケ丘中第１公園

12 月 ６ 日 ㈬
12 月 20 日㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

12 月 ７ 日 ㈭
12 月 21日㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

12 月 ８ 日 ㈮
12 月 22 日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

展
示
・
催
し

児
童
作
品
展

　
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
絵
画
や

書
写
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
12
月
８
日
㈮
～
20
日
㈬
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
▽
８
日
は
午

前
10
時
～
（
土
・
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
市
役
所

�
Ｍ
О
Ａ
美
術
館
河
内
長
野
児
童

作
品
展
事
務
局
の
牛
島
さ
ん

（
☎
56
・
８
６
０
８
）

ラブリーホール
クリスマスイルミネーション

とき　12月１日㈮～25日㈪午後
５時～11時
内容　宇宙をイメージした装飾
※25日㈪はギャラリーで「３Ｄ
宇宙映像体験（有料）」を開催。
�ラブリーホール（☎56-6100）

寺ケ池公園
クリスマスイルミネーション
＆パーティー

とき　12月１日㈮～25日㈪午後
５時～９時（20日を除く）
※9日㈯・16日㈯にイルミネーシ
ョントレインを開催（時間はいず
れも4時～▷乗車代200円）▷期
間中は石釜ピザの販売やクレイア
ート体験、演奏会なども開催。
�（公財）公園緑化協会

（☎56-1155）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶



2829 広報かわちながの●平成29年（2017）12月号

２
０
１
８
新
春
ウ
ォ
ー
ク

■
流
谷
の
八
幡
神
社
「
勧か

ん

請じ
ょ
う

縄
掛

け
」
の
見
学
と
里
山
の
散
策

と
き　
１
月
６
日
㈯
集
合
・
受
付

＝
午
前
９
時
～
９
時
30
分

コ
ー
ス　
天
見
駅
集
合
→
流
谷
・

八
幡
神
社
→
十
三
仏
碑
→
蠟ろ

う

梅ば
い

の

里
→
勧
請
縄
掛
け
の
見
学
（
約
６

㌔
㍍
▽
約
４
時
間
30
分
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
代
を

含
む
）

申
込
方
法　
12
月
15
日
～
27
日
に

電
話
で
河
内
長
野
駅
前
観
光
案
内

所
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）
へ

�
か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
（
河
内
長
野
駅
前
観

光
案
内
所
、
☎
55
・
０
１
０
０
）

成
人
の
つ
ど
い

対
象　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

と
き　
１
月
８
日
㈷
午
前
11
時
～
11

時
40
分
（
開
場
は
午
前
10
時
30
分
）

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

お
お
さ
か
河
内
材
で

作
る
木
工
教
室

と
き　
１
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
木き

ん
こ
ん
か
ん

根
館

内
容　
ま
ま
ご
と
キ
ッ
チ
ン（
高
さ

92
㌢
×
横
幅
49
㌢
×
奥
行
き
25
㌢

▽
天
板
ま
で
の
高
さ
40
㌢
）

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
９
０
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
５
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（kinkonkan@

sinrin.org

）
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
催
し
名
を
記
入

し
て
同
館
へ

�
木
根
館
（
☎
64
・
８
１
５
１
）

魅
力
再
発
見
！

三
市
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

　
好
評
の
た
め
再
度
実
施
し
ま
す
。

と
き　
２
月
23
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

集
合　
Ｊ
Ｒ
五
条
駅（
午
前
９
時
）、

と
き　
12
月
17
日
㈰
午
後
２
時
30

分
～
６
時
ご
ろ

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

参
加
費　
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
電
話
で
中
川
さ
ん
へ

�
あ
す
か
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

の
中
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
２
６

４
・
７
５
８
７
）

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

内
容　
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
模
擬

店
、
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
な
ど

と
き　
12
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
市
こ
ど
も
会
育
成
連
合
会
事
務

局（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
、☎
54
・

０
０
０
５
）

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
の
催
し

■
ゆ
ず
湯
に
入
っ
て
寒
さ
と
風
邪

を
吹
き
飛
ば
そ
う

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
、
母

子
家
庭
の
母
・
子

と
き　
12
月
22
日
㈮
午
前
11
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
、

あ
や
た
ホ
ー
ル
、く
す
の
か
ホ
ー
ル

入
浴
料　
１
０
０
円

■
新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会

対
象　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
資

格
が
あ
り
プ
ロ
で
な
い
人

と
き　
１
月
30
日
㈫
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　
囲
碁
48
人
、将
棋
32
人（
先

着
順
）

申
し
込
み　
12
月
15
日
～
１
月
16

日
に
利
用
証
を
持
っ
て
同
セ
ン
タ

ー
へ
（
電
話
不
可
）

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

※公民館のホームページ（左のQRコード参照）などで、対象や費用を確認のうえ、お申し込みください。

公民館 教室名 とき 定員
（先着順）

申込開始日
（電話で受付）

天見公民館
（☎63-4074）

しめ縄づくり▷応募多数の場合
は抽選（はがきは1人1枚で）

12月27日㈬
午後１時30分～４時 20人 12月12日までに

往復はがきで
加賀田公民館

（☎62-2116） ハートフルコンサート 12月14日㈭
午後１時30分～２時30分 40人 12月５日～

高向公民館
（☎54-4548）

お正月を彩る
フラワーアレンジメント

12月27日㈬
午後１時30分～２時30分 12人 12月５日～

千代田公民館
（☎55 -1125）

一日体験講座
カンタン篆

てん

刻
こく

づくり講座
12月９日㈯
午前10時～正午 10人 12月５日～

炭
焼
き
体
験

■
ド
ラ
ム
缶
の
窯
で
竹
炭
を
焼
き

里
山
の
暮
ら
し
に
触
れ
て
み
よ
う

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　
炭
焼
き
＝
12
月
10
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
予
備
日
17

日
）、炭
出
し
＝
12
月
17
日
㈰
午
前

10
時
～
正
午
（
予
備
日
24
日
）

と
こ
ろ　
四
季
彩
館
と
そ
の
周
辺

定
員　
20
人
（
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
小
学
生
は

無
料
）

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
か
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
（iw

aw
aki

nom
ori@

gm
ail.com

）
に
参

加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
、
代
表

者
の
住
所
、
電
話
番
号
と
催
し
名

を
記
入
し
て
12
月
７
日
（
必
着
）

ま
で
に
同
館
（
〒
586
ー
０
０
７
１

加
賀
田
３
８
２
２
の
1
）
へ

�
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
�
63
・
５
９
８
６
）

あ
す
か
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

　
20
代
、
30
代
の
子
を
持
つ
団
塊

世
代
の
母
た
ち
が
、
若
者
た
ち
に

幸
せ
を
つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
、
婚

活
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

対
象　
25
歳
～
40
歳
位
の
独
身
の
人

河
内
長
野
駅
（
午
前
９
時
45
分
）、

橋
本
駅
（
午
前
10
時
20
分
）

コ
ー
ス　
橋
本
市
パ
イ
ル
織
物
資

料
館
～
五
條
市
藤
岡
家
住
宅
（
昼

食
）～
五
條
市
下
村
ベ
リ
ー
園（
い

ち
ご
狩
り
）
～
天
野
酒
の
酒
蔵
見

学
（
試
飲
あ
り
）
～
河
内
長
野
駅

～
橋
本
駅
～
五
条
駅

定
員　
40
人
（
抽
選
）

参
加
費　
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
政
策
企
画
課
で
配
布

す
る
申
し
込
み
用
紙
で
１
月
５
日
ま

で
に
同
課
へ
▽
１
枚
で
２
人
ま
で
可

▽
電
子
メ
ー
ル
（kikaku@

city.
gojo.lg.jp

）
で
の
申
し
込
み
も
可

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

催
行
事
業
者　
奈
良
交
通
（
株
）

＝
観
光
庁
長
官
登
録
旅
行
業
第
１

６
４
６
号

�
政
策
企
画
課

ス
ポ
ー
ツ

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
身
体
障
が
い
者
・
女
性
・
初
級

者・65
歳
以
上
の
男
性
の
団
体
登
録

者（
中
学
生
以
下
は
顧
問
の
許
可
ま

た
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
▽
当

公民館の
講座や
教室など

日
登
録
可
▽
登
録
料
２
０
０
円
）

と
き　
１
月
13
日
㈯
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

種
目　
団
体
戦

参
加
費　
１
人
８
０
０
円
▽
中
学

生
以
下
は
半
額
（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　
12
月
５
日
～
１
月
４

日
に
同
館
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ（
電

話
不
可
）

�
卓
球
連
盟
の
森
さ
ん

（
☎
53
・
２
６
４
０
）

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ

　
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構

所
属
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
運
動
を
指
導
し
ま
す
。

と
き　
１
月
20
日
㈯
①
午
前
９
時

～
11
時
30
分
、
②
午
後
１
時
～
４

時
30
分

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

内
容　
①
ボ
ー
ル
で
あ
そ
ぼ
う
！
、

②
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

対
象　
①
5
歳
～
小
学
校
3
年
生
、

②
小
学
3
年
生
～
6
年
生

定
員　
①
50
組
、
②
１
０
０
人

（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

申
し
込
み　
１
月
12
日
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
専
用
の

申
込
書
を
提
出
（
フ
ァ
ク
ス
可
▽

�
53
・
１
１
９
８
）

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

K Kiz

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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冬
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録

者
（
高
校
生
以
下
は
除
く
▽
当
日

登
録
可
▽
登
録
料
５
０
０
円
）

と
き　
１
月
14
日
㈰
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

種
目　
混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費　
１
組
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
12
月
10
日
～
24
日
に

同
館
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
へ
（
電
話

不
可
▽
参
加
費
は
当
日
徴
収
）

�
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
井
脇
さ
ん

（
☎
55
・
０
２
５
８
）

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

対
象　
高
校
生
以
上
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　
１
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１

時
か
ら
）

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

内
容　
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
足
首
・
膝
の
テ
ー
ピ

ン
グ
と
傷
害
予
防
ス
ト
レ
ッ
チ

定
員　
60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
12
月
５
日
か
ら
電
子

メ
ー
ル
（knagano.spo-sin@

beach.ocn.ne.jp

）
か
フ
ァ
ク

ス
で
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
へ

�
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会（
☎
26・

７
６
６
０
、
�
26
・
７
６
６
１
）

募　

集

フ
ィ
リ
ピ
ン
学
生
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
来
日
し
滞
在

す
る
教
員
・
生
徒
15
人
を
受
け
入

れ
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
。

受
入
期
間　
１
月
18
日
㈭
～
25
日
㈭

申
し
込
み　
12
月
５
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-

w
eb.jp

）
で
国
際
交
流
協
会
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
▽
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
に

つ
い
て
の
考
え
や
思
い
を
文
字
と

絵
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。
２
月

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
中

学
生

応
募
方
法　
作
品
（
白
画
用
紙
・

四
つ
切
）
の
裏
に
、
学
校
名
、
学
年

（
組
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
記
入

し
て
１
月
15
日
ま
で
に
各
学
校
へ

※
市
外
の
学
校
に
通
う
市
内
在
住

者
は
る
ー
ぷ
ら
ざ
へ
持
参
を
▽
受

賞
者
に
は
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

�
る
ー
ぷ
ら
ざ（
☎
53
・
８
１
０
０
）

審
議
会
委
員

①
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
委
員

　
思
い
や
り
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基

づ
き
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

任
期　
平
成
30
年
４
月
か
ら
２
年

間
（
会
議
は
年
１
～
２
回
程
度
）

人
数　
男
女
各
１
名
（
選
考
）

②
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

　
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
基

づ
き
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

任
期　
平
成
30
年
４
月
か
ら
２
年

間
（
会
議
は
年
１
～
２
回
程
度
）

人
数　
男
女
各
１
人
（
選
考
）

対
象　
①
②
い
ず
れ
も
18
歳
以
上

70
歳
未
満
（
委
嘱
時
の
年
齢
）
の

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

申
し
込
み　
①
②
い
ず
れ
も
封
書

か
電
子
メ
ー
ル（jinkensuishin

@
city.kaw

achinagano.

lg.jp

）
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先

（
学
生
の
場
合
は
学
校
名
）と
応
募

動
機
（
６
０
０
字
以
内
）
を
記
入

し
て
12
月
28
日（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
人
権
推
進
課
へ

※
現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
の
場
合
は
、
そ
の
名
称
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

�
人
権
推
進
課

生
活
情
報
展
の
展
示
作
品

　
来
年
３
月
２
日
㈮
・
３
日
㈯
開

催
の
生
活
情
報
展
で
展
示
し
ま
す
。

①
く
ら
し
の
川
柳

内
容　
今
年
の
課
題
「
つ
な
ぐ
」

に
ち
な
ん
だ
自
作
未
発
表
の
川
柳

申
し
込
み　
は
が
き
に
、
川
柳
１

句
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
１
月
19
日
ま
で
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
内
の
生
活
情
報
展

実
行
委
員
会
（
〒
586
ー
０
０
１
４

長
野
町
５
の
１
の
303
）
へ

②
リ
フ
ォ
ー
ム
・
リ
サ
イ
ク
ル
作
品

申
し
込
み　
来
年
２
月
22
日
～
23

日
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

※
郵
送
不
可
▽
時
間
は
午
前
10
時

～
午
後
３
時
▽
未
発
表
作
品
に
限

り
ま
す
▽
１
人
２
点
ま
で
。

�
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
56
・
２
３
６
０
）

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

◉
編
集
後
記

▼
も
の
づ
く
り
探
訪
の
取

材
で
、
太
い
針
金
の
よ
う

な
原
料
が
ネ
ジ
の
完
成
品

に
な
る
ま
で
の
工
程
を
見

ま
し
た
。
世
の
中
に
は
欠

か
せ
な
い
ネ
ジ
の
重
要
性

を
今
回
あ
ら
た
め
て
再
認

識
し
ま
し
た
（
伊
藤
）
▼

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
お
知
ら
せ
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
み

ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

も
見
て
く
だ
さ
い
ね
（
東
）

▼
青
少
年
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
取
材
し
ま
し

た
。
若
者
た
ち
に
よ
る
勢

い
の
あ
る
演
奏
を
聴
い
て

い
る
と
、
少
し
若
返
っ
た

気
が
し
ま
し
た
（
道
仙
）

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
10
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　
１
４
７
人（
１
５
９
件
）

◎
金
額　
３
１
１
万
８
千
円

◎
寄
附
者　
塚
崎
佑
貴
さ
ん

※
10
万
円
以
上
の
寄
附
者
の
み
氏
名
を
掲
載
。

※
11
月
30
日
よ
り
、
市
民
か
ら
の
寄
附
に
対

し
て
は
謝
礼
品
を
お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
寄
附
の
み
は
受
付
）。

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

夏
の
合
宿
は
滝
畑
ふ
る
さ
と

文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー
で

　
平
成
30
年
度
の
夏
季
（
６

月
１
日
～
９
月
９
日
）に
、滝

畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ

ン
タ
ー
の
宿
泊
研
修
施
設
で

の
体
験
学
習
や
野
外
活
動
を

希
望
す
る
団
体
で
、
利
用
調

整
を
行
い
ま
す
。

対
象　
50
人
以
上
の
団
体
で

過
去
２
年
の
夏
季
に
利
用
実

績
が
な
い
団
体

申
し
込
み　
12
月
10
日
ま
で

に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

※
プ
ー
ル
は
利
用
を
休
止
し

て
い
ま
す
▽
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
出
や
現
地
の
下
見
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
利
用
内

容
に
よ
っ
て
は
対
応
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
過
去

２
年
の
夏
季
に
利
用
し
た
市

内
青
少
年
育
成
団
体
な
ど
に

は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

�
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の

森
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
０
２
０
１
）

相　談 ※相談はすべて無料です。気軽にご利用を。★は要予約です。

相談名 予約・問い合わせ 内容 とき ところ 相談員

行政相談 自治協働課 行政に対する苦情や要望など
の相談

12 月５日㈫・19 日㈫
午前 10 時～正午 市役所 行政相談

委員

法律相談★ 自治協働課 不動産や金銭貸借、離婚・相
続などの相談

毎週水曜日
午後１時～４時 30 分 市役所 弁護士

特別法務・
法律相談★

NPO法人研志会の栗山さん
（☎ 63-0811）※土日祝日を除く

相続・遺言など日常生活の様々な
法律上の問題についての相談

12 月９日㈯
午後１時 30 分～４時

三日市市民ホ
ール

弁護士・税理士・
行政書士など

行政書士
相談★

行政書士グループ“あんしん
相談ねっと”の古川さん

（☎ 22-5876）

相続・遺言、成年後見制度、
離婚協議書、契約・内容証
明などの相談

12 月16 日㈯
午後１時 30 分～４時 30 分

ラブリー
ホール 行政書士

司法書士
法律相談

河内長野司法書士グループの
増田さん（☎ 55-0882）

不動産の相続・売買や会社設
立の登記手続き、債務整理、
成年後見制度などの相談

12 月 9 日㈯
午後１時～３時

ノバティホー
ル 司法書士

年金相談 保険年金課
国民年金や厚生年金などの相
談▷正確な支給予定額などは
計算できません

12 月12 日㈫午前９時 30
分～正午、午後１時～３時
30 分

市役所 日本年金
機構職員

税務相談★ 近畿税理士会富田林支部事務
局（☎ 25-6250）

所得税や相続税、経理などに
関する相談▷納税協会・南河内
府民センターでも開催

12 月12 日㈫・26 日㈫
午後１時～４時 市役所 税理士

人権相談★ 人権推進課 人権全般・人権侵害、心配ご
となどの相談

毎週火曜日
午前 10 時～午後１時 市役所 人権擁護

委員

女性相談★ 男女共同参画センター
（☎ 54-0003） 家族関係・DV などの相談 毎月第２水曜日、第３土曜

日、第４水曜日 キックス 女性カウ
ンセラー

就労支援
相談（若者）★

南河内地域若者サポート
ステーション（☎ 26-9441）

就労に不安を持つ 39 歳以下の
若者とその保護者に対する相談

12 月 6 日㈬・20 日㈬、１
月10 日㈬午後１時～５時 市役所 同ステーシ

ョン相談員

労働相談★ 産業観光課 賃金未払い・パワハラ・セクハ
ラなどの相談

申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

相談員の事務
所など

社会保険
労務士

ひきこもり等相談★ 地域教育推進課 社会参加に不安を持つ 40 歳く
らいまでの人に対する相談

12 月14 日㈭
午前 10 時～正午 キックス NPO 法人

相談員

心配ごと相談 社会福祉協議会
（☎ 65-0133） 悩み・困りごとなどの相談 12 月13 日㈬・20 日㈬

午前 10 時～正午
社会福祉協議
会

民生委員・
児童委員

育児相談★ あいっく（☎ 50-4664） 子育てに関する悩みなどの相
談

①水曜日を除く毎日午前 10
時～午後５時 30 分②月～
金曜日午前 10 時～午後５
時 30 分（祝日を除く）

①あいっく②
子育て支援セ
ンターちよだ
だい

保育士など

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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� ねじの先端をドリル状に加工する作業　�金型製作はコン
ピュータで自動制御されているフライス盤という切削工具が使われる
�同社の強みを語る梅村代表取締役社長　�２つの金型でねじを
挟んで転がすことで、ねじ山が形成される（写真上）。ねじ山の加工
前と加工後の比較（写真下）　�製品を保管している倉庫

加工前のねじ

トルネードポイ
ント（右）とビス
コン（左）

　
上
原
西
町
に
あ
る
株
式
会
社
ヤ
マ

ヒ
ロ
は
建
築
用
ね
じ
を
年
間
２
０
０

～
２
５
０
㌧
、数
量
に
し
て
１・５
～

２
億
本
の
生
産
能
力
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
建
築
用
ね
じ
と
一
口
に
言
っ
て

も
、
用
途
に
よ
っ
て
色
々
な
タ
イ
プ

が
あ
り
、金
属
、木
な
ど
を
締
結
す

る
ね
じ
の
ほ
か
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
用

い
る
も
の
な
ど
様
々
で
、同
社
が
手

掛
け
る
ね
じ
は
標
準
品
だ
け
で
も
５

０
０
種
類
を
超
え
る
と
の
こ
と
。
中

で
も「
ジ
ャッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」（
写
真
右

下
）と
い
う
ね
じ
は
同
社
を
代
表
す

る
製
品
で
先
端
部
分
が
ド
リ
ル
状
に

な
っ
て
い
て
、金
属
板
に
穴
加
工
と
ね

社
で
設
計
・
製
造
で
き
る
こ
と
。
こ

れ
に
よ
り
、
顧
客
の
要
望
に
迅
速
に

対
応
で
き
、
製
造
コ
ス
ト
も
大
幅
に

ダ
ウ
ン
で
き
る
ほ
か
、摩
耗
し
た
金

型
を
リ
サ
イ
ク
ル
加
工
し
て
繰
り
返

し
活
用
し
、
環
境
へ
の
配
慮
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
ね
じ
の
種
類
が
多
岐
に
わ
た
る

の
も
顧
客
の
希
望
を
か
な
え
て
き
た

か
ら
で
す
」
と
梅
村
社
長
。
今
後
も

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、探
求
心
と
創
意
工
夫
の
も
と
高

品
質
か
つ
信
頼
さ
れ
る
製
品
を
供

給
す
る
こ
と
で
建
築
用
ね
じ
業
界

で
シ
ェ
ア
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

建築用ドリルねじで
業界をリードする
株式会社ヤマヒロ

じ
加
工
を
同
時
に
行
い
貫
通
さ
せ
る

作
業
効
率
の
高
い
も
の
で
す
。「
こ
の

タ
イ
プ
の
ね
じ
で
は
業
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
ま
す
」と
代
表
取
締
役
社
長
の

梅う
め

村む
ら

賢け
ん

治じ

さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　
通
常
、ね
じ
の
製
造
は
鉄
線
を
裁

断
し
、頭
の
部
分
を
ナ
ベ
型
や
六
角

な
ど
に
成
形
し
た
後
、金
型
で
ネ
ジ

山
を
作
り
ま
す
。「
ジ
ャ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
」の
場
合
は
ね
じ
山
を
作
る
前

に
鍛た

ん

圧あ
つ

と
い
っ
て
、ね
じ
の
先
端
を

プ
レ
ス
し
、ド
リ
ル
状
に
成
形
し
ま

す
。同
社
で
は
こ
の
先
端
部
分
の
角

度
な
ど
を
改
良
す
る
こ
と
で
、従
来

品
が
３
・
２
㍉
ま
で
だ
っ
た
貫
通
能

力
を
最
大
で
10
㍉
の
板
厚
ま
で
貫

通
可
能
に
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
薄
板
専
用
ね
じ
と
し
て

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
締
結
さ
せ
る
「
ト
ル

ネ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
」、ね
じ
山
の
高
さ

に
高
低
を
つ
け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用

ね
じ
の「
ビ
ス
コ
ン
」
な

ど
も
同
社
の
代
表
的
な

製
品
で
す（
写
真
左
）。

　
同
社
の
強
み
は
、ね
じ

山
や
ね
じ
の
先
端
部
分

を
成
形
す
る
金
型
を
自

株式会社ヤマヒロ
昭和46年に山裕金属工業とし
て設立され、建築用ねじの製
造販売を開始。昭和55 年に現
在の社名に。従業員110名
上原西町 4-1 ☎ 54-5800
http://www.yamahiro.com

▲鉄線（左）が工程を経て「ジャ
ックポイント」の完成品（右）
となる。先端部分（拡大写真）
はドリル状で鉄板を貫通する。
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毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者 ㈱ダイコク（ 0120-603-912、土・日・祝日を除く）へ


